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 1.1. このマニュアルについて

このマニュアルには、OPEX Sure Sort 自動ソーターとその操作手順、および
安全関連のコンポーネントに関する情報が含まれています。 

• 安全情報、安全上の問題および注意事項

• 主なコンポーネントの識別と機能

• システム仕様

• 運用および統計の報告手順

この情報は、Sure Sort 装置の主オペレーターが使用することを目的としてい
ます。オペレーターは、装置の電源を入れ、作業を開始し、製品をコンベヤ
に送り、箱に分類することができます。オペレーターには、次の業務を遂行
する資格がないことに注意してください（このようなスキルレベルには追加
のトレーニングが必要です）。

• 作業者 － ロックアウトまたはタグアウトの下で、サービスやメンテナンス

が実行されている機械や装置を操作または使用する必要がある仕事をして
いる従業員、またはそのようなサービスやメンテナンスが行われている地
域で働く必要がある仕事をしている従業員。

• 管理者 － 機械や装置のサービスやメンテナンスを行うために、機械や装置

をロックアウトまたはタグアウトする人。

このマニュアルは、装置の設計変更、部品番号の変更、エラーの修正などを
反映して更新されます（改訂履歴の詳細は 5 ページの表を参照）。マニュアル
の最新の電子版は、参照用に必ず保存してください。最新版は、
www.opexservice.com から PDF 形式でダウンロードできます（正規の登録
ユーザーのみ）。

WARNING

この装置を操作する前に、すべての情報を丁寧にお読みください。
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 1.1.1. マニュアルナビゲーションエイド

このマニュアルは、主にタブレットデバイスで使用するように設計されてい
ます。ナビゲーションしやすくするために、マニュアルには青色の下線付き
リンクが含まれており、このリンクをクリックまたはタップすると、特定の
ページまたは Web アドレスに直接移動できます。また、PDF ファイルのサ
イドバーにあるブックマークと目次内のどの項目も、クリックまたはタップ
すると、特定のページに直接移動できます。最適にお使いいただくには、
Adobe® Acrobat Reader®* の最新バージョンを使用してください。

*Adobe および Acrobat Reader は、Adobe Systems Incorporated の登録商標です。
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 1.1.2. 安全メッセージの表記

このマニュアルでは、特定の手順および状況に関連する安全上の問題につい
て警告するために、次の表記を使用しています。マニュアルを読む際と装置
を操作する際には、次の表記に注意してください。

注 : チャプター 2：「安全性」で重要な安全情報を参照してください。

DANGER

回避されない場合、死亡や重傷を招く危険な状況を示します。この表記の
使用は、最も極端な状況に限定されています。

WARNING

回避されない場合、死亡や重傷を招く可能性のある危険な状況を示します。

CAUTION

回避されない場合、軽傷または中程度の負傷を招く可能性のある危険な状況
を示します。

NOTICE

重要ではあるが、危険に関連しない情報（物的損害に関連するメッセージな
ど）を示します。
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 2.1.  はじめに

このチャプターで提供する情報は、本マニュアルに記載されている OPEX 装
置の操作とメンテナンスに関する様々な安全上の問題について説明するため
のものです。

このチャプターでは、作業者を保護するために、次のような安全関連の作業
慣行および措置について説明します。

• 安全ガイドライン

• 推奨される個人用保護具（PPE）

• 人間工学的考慮事項

• 緊急停止ボタンおよびその他の安全機能

• ロックアウト / タグアウト手順

• 装置に使用される安全ラベルの識別と位置

• 装置文書の位置

WARNING

この装置を使用する前に、このチャプターをよくお読みください。
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 2.2. 安全ガイドライン

このセクションでは、この装置で作業する時に遵守しなければならない安全
ガイドラインを提供します。

通常の操作 － 装置の正常な動作を開始、操作、中断することができるのは、

有資格の担当者のみです。操作者トレーニングが必要であり、トレーニング
は『Sure Sort 操作者マニュアル』の「操作」のチャプターで提供されます。

充電レール － ドアが閉まっているとき、充電レールに手を触れないようにし

てください。充電レールを時計や指輪で短絡すると、感電の原因になる可能
性があります。

iBOT の底面のプラスチック製保護カバーを取り外さない － このカバーは、

iBOT のウルトラキャパシタと回路を損傷から保護します。またこのカバー

は、ウルトラキャパシタが漏れた場合に、操作者を危険から保護します。ウ
ルトラキャパシタの安全性については、89 ページの「追加の製品安全情報」

を参照してください。

iBOT の下に立つ － 荷物を運んでいる間は、iBOT の下に立ってはいけませ

ん。荷物を積んだ iBOT の下に誰も留まってはいけません。

装置の露出した可動部品に、絡まる可能性のある物を近づけない － コンベヤの

ような Sure Sort の可動部品が、異物によって遮断・破損する可能性がありま

す。手、髪の毛、緩い衣服、装飾品類を、可動部品に近づけないでください。

コンベヤシステム － コンベヤシステムは、5 ポンド（2.27 kg）以下の物品用

に設計されています。コンベヤシステムが動作している間は、コンベヤシス
テムのどの部分にも座ったり、立ったり、移動したりしないでください。

装置内への立ち入り － 作動中には、装置の中に入らないでください。有資格

のサービス保守担当者のみが通路に入るようにしてください。

WARNING

本マニュアルに記載されている装置を操作またはメンテナンス際は必ず、
これらの安全ガイドラインに従ってください。
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装置の設計 － OPEX または公認代理人に相談せずに、装置の設計や構成を変

更しないでください。

装置のメンテナンス － 装置のメンテナンス、特定の操作、すべての調整は、

機械的であれ電気的であれ、安全作業システムに従って、有資格者が行う必
要があります。

作動中に装置を掃除しようとしない － ベルトやローラーなどの可動部品を掃

除する時は、布（または類似の材料）を決して使用しないでください。この
ような材料を可動装置に使用すると、装置が損傷したり、重大な人身事故を
引き起こしたりする可能性があります。ベルト、ローラー、ゲート、または
類似の部品の掃除が必要な場合、掃除中に部品を手回しするか、静止した状
態で掃除してください。

装置のほこりや異物を掃除する際は、高圧の可燃性「圧縮空気」を使用しな
いでください。

装置の緊急停止スイッチの位置を知っておく － E-Stop スイッチを使用する

と、人身事故の可能性がある緊急時に、装置内のすべてのモーターを迅速に
停止することができます。E-Stop は、通常の停止には使用しないでくださ

い。装置の正確な操作の詳細については、121 ページの「操作」を参照して

ください。

装置アクセス － 装置周りのすべての領域に障害物がないようにしてください。

子供が近づかないようにする － この装置は、子供がいる可能性のある場所で

の使用には適していません。

 2.2.1. 安全ガイドライン － フランス語版

Opérations normales - Seul le personnel autorisé doit démarrer, opérer ou 
interférer avec le fonctionnement normal de la machine.La formation de 
l'opérateur est requise et la formation est fournie dans le manuel de l'opérateur 
Sure Sort.

Rail de chargement - Les mains doivent être éloignées des rails de 
chargement lorsque les portes sont fermées.Le court-circuit des rails de 
charge avec une montre ou une anneau peut provoquer un choc électrique.
16 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



Ne retirez pas le plastique, les capots de protection du bas des iBOTs - Les 
couvertures protègent les ultracapacités et les circuits des iBOT contre les 
dommages.Les couvertures protègent également l'opérateur des dommages 
si les ultracapacités doivent se faufiler.Pour plus d'informations sur la sécurité 
des ultracapaciteurs, reportez-vous à la section "Information produit sur les 
ultra-condensateurs" à la page 89.

Debout sous un iBOT - Ne restez pas sous un iBOT pendant qu'il porte une 
charge.Personne ne peut rester sous iBOTS avec des charges.

Gardez les objets lâches à l'écart des parties exposées et mobiles de la machine - 
Les parties mobiles du Sure Sort, telles que le convoyeur, peuvent être bloquées 
et / ou endommagées par des objets étrangers.Gardez les mains, les cheveux, 
les vêtements lâches et les bijoux loin des pièces mobiles.

Systèmes de convoyeur - Le système de transport est conçu pour les articles 
de 5 lb. (2,27 kg) ou moins.Ne vous asseyez pas, ne vous tenez pas debout 
ou ne voyagez pas sur une partie du système de convoyeur lorsqu'il est en 
mouvement.

Entrée de la machine - Ne pas entrer dans la machine pendant son 
fonctionnement.Seul le personnel d'entretien autorisé doit entrer dans l'allée.

Conception de la machine - Ne modifiez pas la conception ou la configuration 
de l'équipement sans consulter OPEX ou votre représentant autorisé.

L'entretien des machines - La maintenance de la machine, les opérations 
particulières et tous les réglages, qu'ils soient mécaniques ou électriques, 
doivent être effectués par des personnes autorisées à le faire conformément 
à un système de travail sûr.

N'essayez pas de nettoyer la machine pendant son fonctionnement - Un 
chiffon (ou un matériau similaire) ne doit jamais être utilisé pour nettoyer les 
pièces mobiles telles que les courroies ou les rouleaux.L'utilisation d'un tel 
matériau sur les mécanismes de déplacement peut endommager la machine 
ou subir des blessures graves.Si une ceinture, un rouleau, une grille ou une 
pièce similaire doivent être nettoyés, faire manivellez la pièce pendant le 
nettoyage ou la nettoyer en stationnaire.

N'utilisez pas d'air comprimé inflammable, à haute pression pour nettoyer la 
poussière et les débris de la machine.
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Familiarisez-vous avec le (s) emplacement (s) de la machine Interrupteurs 
d'arrêt d'urgence - Les interrupteurs E-Stop permettent un arrêt rapide de tous 
les moteurs de la machine, en cas d'urgence impliquant des blessures 
potentielles du personnel.Notez que les E-Stops ne doivent pas être utilisés 
pour un arrêt normal.Pour plus d'informations sur le bon fonctionnement de 
la machine, voir "Fonctionnement" à la Sure Sort Operator Manual.

Accès à la machine - Gardez toutes les zones autour de la machine sans 
obstacles.

Tenir à l'écart des enfants - Cet équipement ne convient pas aux endroits où 
les enfants sont susceptibles d'être présents.
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 2.3. 個人用保護具

個人用保護具（PPE）とは、手袋、保護眼鏡、ヘルメット、高視認性ベスト
などの着用可能な安全アイテムを指します。 

Sure Sort は、交流（AC）システムのアークフラッシュ PPE カテゴリ 1 に該
当します。アークフラッシュカテゴリ 1 には、次の PPE が推奨されます。

• アーク保護等級の衣類、4 cal/cm2（16.75 J/cm2）の最低アーク保護等級

- アーク保護等級の長袖シャツおよびパンツ、またはアーク保護等級の

カバーオール

- アーク保護等級のフェイスシールドまたはアークフラッシュスーツ

フード

- アーク保護等級のジャケット、パーカー、レインウェア、またはヘル

メットライナー（AN）

• 個人用保護具

- ヘルメット

- 保護眼鏡または安全ゴーグル（SR）

- 聴力保護具（耳管挿入物）

- 頑丈な革手袋

- 革靴（AN）

開始する前に、現地の法律および各作業場で、追加の PPE が必要かどうかを
確認してください。
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 2.4. 人間工学

仕事の過程で同じ動作を繰り返す必要があるあらゆる職業と同様に、タスク
をいかに行うかを考慮することが重要です。以下に、装置の操作中に身体的
な不快感や怪我のリスクを最小限に抑えるためのガイドラインを示します。

メインのオペレーターステーションにいる場合：

• まっすぐな姿勢を維持します。

• 時には姿勢の角度を変えて、より快適にします。

• 1 回に 10 時間以上のシフトで装置を操作しないでください。可能であれば、

休憩以外の時間にもストレッチをします。

NOTICE

Sure Sort を操作するときは、必ず次のガイドラインに従ってください。
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 2.5. 緊急停止ボタンおよびインターロックシステム

操作者の安全のために、Sure Sort™ には緊急停止ボタンとドアインターロッ

クが組み込まれており、緊急時に装置を停止します。

 2.5.1. 緊急停止ボタン（E-Stop）

大きな赤いキノコ型の緊急停止（E-Stop）ボタンを使用して、緊急時に装置

を停止できます（図 2-1 を参照）。E-Stop は、1 つは Sure Sort の操作者ス

テーションにあり、もう 1 つはリターンコンベヤの後ろにあります。必要に

応じて、E-Stop のいずれかを押すと、装置はすぐに停止します。

注 : 通常の停止には E-Stop を使用しないでください。装置の適切な操作の

詳細については、このマニュアルのチャプター「操作」を参照してください。

図 2-1: Sure Sort E-Stop

WARNING

緊急停止スイッチは、Sure Sort 内のすべての電気機器の電源を切るわけでは

ありません。E-Stop スイッチを押した後にも、コンピューターとその他の

AC デバイスへの電源供給は継続されます。装置のすべての電源を切るには、

30 ページの「ロックアウト / タグアウト（LOTO）手順」に従ってください。

操作者ステーションの E-Stop リターンコンベヤの
後ろにある E-Stop
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通路の E-Stop は、配送容器モジュールの両側にあります。サイド 100（左）

がコンベヤに近い方、サイド 200（右）が遠い方です（図 2-2 を参照）。前の

左側では、E-Stop は最初の配送列の前にあります。前の右側では、E-Stop は

リジェクト容器エンクロージャにあります。装置の背面では、最後の配送列
の後、両側に E-Stop があります。11 個の拡張モジュールを備えた装置の場

合、通路中心の両側に E-Stop が追加されています。サイド 100 では E-Stop
は R 列にあり、サイド 200 では Q 列にあります。

図 2-2: E-Stop の位置（11 個の拡張モジュールの例）

サイド 100 の前面、中心部、背面、
サイド 200 の中心部および背面：
（ボックスに取り付けられている）
E-Stop ボタン （赤い起動表示灯
付き）

10
0
サ
イ
ド

20
0
サ

イ
ド

サイド 200 前面（リジェクト容器
エンクロージャ）： 
E-Stop ボタン（赤い 
起動表示灯付き）
22 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.5.1.1. E-Stop イベント後の装置の再起動

E-Stop が押された後、管理者は次の手順を実行して装置を再起動します。

1. 装置を点検して、緊急または偶発的な停止の原因を特定します。

2. 修理が必要な場合は、30 ページの「ロックアウト / タグアウト（LOTO）手

順」に従って装置をロックアウト / タグアウトします。

3. 障害を修復し、装置が安全に動作していることを確認します。

4. すべての工具とその他の材料を領域から取り除きます。

5. 装置が閉じられ、正常に動作していることを確認します。

6. 装置が再起動することを、影響を受ける作業者に通知します。

7. 全員が安全に装置から離れていることを確認します。

8. E-Stop ボタンを引っ張ってオフにします。 

9. 前面および / または背面のアクセスドアが開いている場合は、リセットボ

タンを押してインターロックをリセットします。

10. ホストソフトウェアの実行画面で、ジャムを解消し、装置を再起動します。

WARNING

この手順を実行できるのは、管理者だけです。
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 2.5.2. インターロックシステム

操作者およびその他の影響を受ける従業員は、絶対に装置に入るべきではあ
りません。高速移動する iBOT は、安全上の問題を引き起こす可能性がある

ため、管理者は稼働中には装置に入るべきではありません。皆さまの安全の
ため、Sure Sort™ 装置の前および後ドアにはインターロックが設置されてい

ます。インターロックシステムは、ドアが開くたびに装置を停止させます。
操作者および / または影響を受けるその他の従業員は、装置を操作したり、

装置がタグアウトされている間はプラグを差し込んだりしないでください
（図 2-3 を参照）。

図 2-3: 安全手順のロックアウト / タグアウト

WARNING

ドアインターロックスイッチは、Sure Sort 内のすべての電気機器の電源を

切るわけではありません。インターロックが作動した後にも、コンピュー
ターとその他の AC デバイスへの電源供給は継続されます。装置のすべての

電源を切るには、30 ページの「ロックアウト / タグアウト（LOTO）手順」

に従ってください。

管理者がドアラッチに掛け金、ロッ
ク、タグを挿入したところ。

ドアラッチ － 閉じた位置
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 2.5.2.1. 安全ロック装置およびインターロック LED

ドアラッチを持ち上げて通路に入るときに 6 秒間、装置の内部にアクセスで
きないようにするために、安全ロック装置が設置されています（図 2-4 を参
照）。この遅延により、ドアを開く前に、すべての iBOT を停止する時間が確
保されます。 

ロックは電気機械式ドアロックであり、ソレノイドを使用して作動し、安全
コントローラーに監視フィードバックを提供します。この機能により、シス
テムはドアの開閉に関連するイベントをログに記録し、その情報を OPEX リ
モートパフォーマンスモニター（RPM）に転送できます。 

図 2-4: 安全ロック装置

電気機械式ドアロック

左サイドの誘導の
前ドアを表示

アクチュエーターラッチ
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ドアが開くと、ドア内部のインターロック LED が点灯します （図 2-5 を参照）。

図 2-5: ドアインターロック LED

注 : 装置を再起動する前に、管理者は通路内に誰もいないことを確認して
から、青いリセットボタンを押す必要があります（28 ページの「リセットボ

タン」を参照）。
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 2.5.3. 非常口ハンドル

非常口ハンドル（出口）は、前面および背面のアクセスドアの内側にありま
す（図 2-6 を参照）。ハンドルを押すだけで、ドアが開いて装置から出ること

ができます。

図 2-6: 非常口（出口）ハンドル
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 2.5.4. リセットボタン

青色のリセットボタンは、装置の右側の前面および背面にあります（図 2-7
を参照）。69 ページに様々なリセットボタンのラベルが示されています。ドア
インターロックが開くと、装置は無効のままになり、ホストソフトウェアを
介してすぐに再起動することはできません。安全上の注意として、管理者は
通路内に誰もいないことを目で確認してから、リセットボタンを押して装置
をリセットする必要があります。

図 2-7: リセットボタンの位置

背面のリセットボタン

10
0
サ
イ
ド

20
0
サ
イ
ド

リセットボタン

前面のリセットボタン
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 2.6. ライトタワー

ライトタワーはベースモジュールの側面にあります。追加の拡張モジュール
を備えたシステムの場合、エンドモジュールの両側に背面ライトタワーが取
り付けられています。ライトタワーの色の帯は、装置のステータスを表示す
るのに使用されます（図 2-8 を参照）。

図 2-8: ライトタワーの色コード

ライトなし － アイドル / オフ

赤色 － E-Stop/ インターロック

黄色 － ジャム

青色の点滅 － 起動中

ビープ音 － 起動中

緑色 － 作動中
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 2.7. ロックアウト/タグアウト（LOTO）手順

 2.7.1. ロックアウト / タグアウトとは？

ロックアウト / タグアウト（LOTO）とは、メンテナンスまたは修理作業が行わ
れている間、装置を安全にシャットダウンして、電源を入れたり操作したりでき
ないようにするための安全手順です。LOTO イベント中、有資格のサービス担当
者は、錠前や警告タグなどのロック装置を、装置の電源制御装置、電気プラグ、
またはリモート電気断路器に取り付ける必要があります（図 2-9 の例を参照）。
LOTO デバイスは、作業が完了され、装置が安全に操作されていると判断した場
合に、有資格のサービス担当者のみが取り外すことができます。

図 2-9: インストールされている LOTO デバイスの例

WARNING

LOTO 手順を実行できるのは、管理者のみです。このセクションは、操作者

がロックアウト / タグアウトの目的と使用されるデバイスに慣れるため、参

照用として提供されるものです。 

操作者および / またはその他の作業者：ロックアウトされている間は、
ロックアウトデバイスを取り外したり、無効にしたり、装置を操作したりし

ないでください。
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 2.7.2. 必要なロックアウト / タグアウトデバイス

 2.7.2.1. ロックアウトステーション

LOTO の手順では、ロックアウトステーション（図 2-10 を参照）または同等
のキットを使用する必要があります。

図 2-10: ロックアウト / タグアウト壁取り付けステーション

 2.7.2.2. 電源コードロックアウトデバイス

電源コードプラグ付き装置の場合、装置への AC 電源を完全に切断する必要
がある場合は、電源コードロックアウトデバイス（32 ページの図 2-11 を参
照）も必要です。以下の状況では、AC 電源を完全にオフにする必要がありま
すが、これらに限定されません。 

• 装置の組み立て、解体または再配置 

• 主電源 AC 配電エンクロージャのメンテナンスまたは修理の実施 

このキットには次のもの
が含まれます。
壁取り付け可能な容器
異なる鍵付きの錠前 4 つ
掛け金 2 つ
タグ 12 個
ケーブルタイ 12 本
安全性 31
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



ロックアウトデバイスは電源プラグの周りに配置し、作業中にも AC 配電エ
ンクロージャの電源がオフのままになるように錠前で固定します。北米、
EU、および日本の物理的なプラグサイズに合わせて、2 つのデバイスバー
ジョンを利用できます。

インストール手順は 36 ページの「AC 電源の完全な遮断」にあります。

図 2-11: 電源コードロックアウトデバイス

EU 装置の場合

プラグ付きの北米の装置および
日本の装置の場合
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 2.7.3. LOTO － 装置のメンテナンスと修理

この手順は、管理者が実行する必要があります。有資格サービス技術者によ
るメンテナンスや修理が必要な場合に、Sure Sort をシャットダウンしてロッ
クアウトする方法について説明します。

Sure Sort の電源を切り、次のようにロックアウトデバイスをインストール

します。

1. すべての担当者に LOTO 手順を始めることを通知します。

2. 可能であれば、iBOT を駐車します。

3. RTM コンピューターの電源を切ります。ホストコンピューターの電源を切

る前に、ホストコンピューターからリモートデスクトップ経由で RTM コ

ンピューターをシャットダウンする必要があります。

4. ホストコンピューターを安全にシャットダウンします。

5. ホストコンピューターをシャットダウンした後、手動で UPS の電源を切り

ます。

6. モニターに「注意」の標識を付けます（図 2-12 を参照）。

図 2-12: 注意標識

DANGER

主電源断路器がオフになっている場合、装置の AC 配電エンクロージャへの

入力電源はオンのままです。AC 配電エンクロージャの電源を完全に切るに

は、管理者が「LOTO － 装置のメンテナンスと修理」のすべての手順を完了

し、次の手順に従って装置を顧客の AC 電源から取り外す必要があります。 

- プラグイン装置の場合、36ページの「AC電源の完全な遮断」を参照

してください。 

- 配線接続装置の場合、38ページの「配線接続装置」を参照してくだ

さい。
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7. 主電源断路器の赤いハンドルをオフの位置に切り替えます （図 2-13 を参照）。

図 2-13: 主電源断路器ハンドル

8. 主電源断路器ハンドルのタブを引き出し、タブに掛け金を挿入します（図

2-14 を参照）。

図 2-14: 掛け金の詳細

オンの位置 オフの位置

掛け金をはずしてから、ハンドルのタブに取り付けます。

次に、掛け金をかけて、 6 つの穴の 1 つを
通して錠前をかけることができるようにし
ます。 

掛け金は、断路器ハンドルに取り付けられます
34 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



9. 掛け金の穴の 1 つに錠前を取り付けます。装置で作業している各管理者は、

独自のロックを持っている必要があり、そのロックには、簡単に取り外し
たり損傷したりできない識別タグや名前が付いている必要があります（図
2-15 を参照）。鍵はその人が所持していなければなりません。

図 2-15: 掛け金、錠前、タグ付きのロックアウトタブ
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 2.7.4. AC 電源の完全な遮断

 2.7.4.1. プラグイン装置

この手順には、電源コードロックアウトデバイス（32 ページの図 2-11 に示
す）が必要です。

Sure Sort AC Distribution エンクロージャの電源を安全に切るには、AC コン
セントから装置の電源コードを外し、ロックアウトして、入ってくる電源を
遮断する必要があります。管理者または有資格の電気技術者が、次の手順を
実行する必要があります。

1. 33 ページの「LOTO － 装置のメンテナンスと修理」のすべての手順を完

了します。

2. 主電源の AC 電源コードをコンセントから外します。

3. 次のように、AC プラグに OPEX ロックアウトデバイスを取り付けます

（37 ページの図 2-16 を参照）。

a. AC プラグをデバイスの内部に差し込み、デバイスを閉じます。カバー

に表示されたとおりに、デバイスの両方をスライドさせ、一緒にロッ
クします（デバイスの矢印とラベルを参照）。

b. ロックアウトデバイスのループに錠前を取り付けます。装置で作業し

ている間は、いつも錠前の鍵を作業者が身につけてください。ロック
アウトデバイスの別の穴に、複数の錠前を取り付けることができます。

WARNING

この手順を実行できるのは、管理者または資格のある電気技術者だけです。
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図 2-16: OPEX ロックアウトデバイス

北米および日本の装置用デバイス：

EU の装置用デバイス：
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 2.7.4.2. 配線接続装置

お客様の現場によっては、Sure Sort は装置の近くにある専用の AC 主電源断
路器に配線されています。Sure Sort AC Distribution エンクロージャの電源を
安全に切るには、主電源断路器をオフにし、ロックアウトしてから、入って
くる電源を遮断する必要があります。 

管理者または有資格の電気技術者が、次の手順を実行する必要があります。

1. 33 ページの「LOTO － 装置のメンテナンスと修理」のすべての手順を完

了します。

2. お客様の現場保守担当者のみ： 主電源 AC 断路器をオフにし、ロックアウ

トタグアウトデバイスを取り付けます（図 2-17 を参照）。

図 2-17: 例 － ロックアウト / タグアウトで AC 主電源を切断

WARNING

この手順を実行する前に、お客様の現場管理者に連絡してください。現場の
AC 電源を切ることができるのは、お客様の有資格の現場保守担当者のみです。
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 2.7.5. LOTO － ジャムの解消と iBOT の除去

この手順は、管理者が実行する必要があります。通路に安全に入り、ジャム
を解消し、iBOT を除去するための、アクセスドアにロックアウトデバイスを

取り付ける方法について説明します。

1. すべての担当者に LOTO 手順を始めることを通知します。

2. 可能であれば、iBOT を駐車します。

3. モニターに「注意」のマークを付けます（33 ページの図 2-12）。

4. ドアのハンドルを持ち上げ、安全インターロックがドアを解除するまで約

6 秒間待ってから、ドアを開けます（図 2-18 を参照）。

図 2-18: ドアインターロックの詳細

WARNING

高速移動する iBOT は、安全上の問題を引き起こす可能性があるため、作動

中の装置には入らないでください。

装置内部にいる間、他の人が不注意に電源を供給するのを防止するために、
OPEX ロックアウトデバイスを設置してロックする必要があります。

ドアインターロックスイッチは、Sure Sort 内のすべての電気機器の電源を
切るわけではありません。インターロックが作動した後にも、コンピュー
ターとその他の AC デバイスへの電源供給は継続されます。装置の電源を完
全に切るには、33 ページの「LOTO － 装置のメンテナンスと修理」を参照
してください。
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5. ドアハンドルの穴に掛け金を挿入し、錠前と警告タグを掛け金の穴の 1 つ

に挿入します（図 2-19 を参照）。

図 2-19: ドアハンドルの掛け金

6. 装置で作業している各管理者は、自分の名前が書かれた独自のロック、ま

たは簡単に取り外したり損傷したりできない識別タグを設置するようにし
てください。。それぞれの人が自分の鍵を所持していなければなりません。

7. 次のことを確認するためにドアをチェックします。

a.  インターロック LED が点灯しているときは、インターロックが開いて

いることを示します（図 2-20 を参照）。

b. ドアは閉まりません。

図 2-20: インターロック LED
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 2.7.6. 装置の通常操作への復元

ジャムを解消した後、または必要なメンテナンスや修理を完了した後、管理
者は次のようにして、装置を通常の操作に戻す必要があります。

1. すべての工具とその他の材料を領域から取り除きます。

2. 装置が閉じられ、正常に動作していることを確認します。

3. 操作者と影響を受ける作業者に、装置が再起動することを通知します。

4. 全員が安全に装置から離れていることを確認します。

5. すべてのコントロールがニュートラルまたはオフの位置に設定されている

ことを確認します。

6. すべての LOTO デバイスと「注意」標識を取り外します。

7. 装置を復元して使用できるようにし、装置を作動させても安全であること

を確認します。

8. LOTO デバイスが取り外され、装置を使用できるようになったことを、操

作者と影響を受ける作業者に通知します。
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 2.8. 装置ラベル

ラベルは、特定の安全上の問題を警告し、装置に関する重要な情報を提供す
るために、Sure Sort 全体の特定の場所で使用されます。これらのラベルは、
装置が動作している地域または国に応じて、さまざまな言語やスタイルで表
示される場合があります。

• 米国の装置用の英語 / スペイン語のバイリンガルラベル

• カナダの装置用の英語 / フランス語のバイリンガルラベル

• EU およびその他の国際的な装置用のグラフィックのみ（テキストなし）の

ラベル。

これらのラベルの外見は異なっていても、ラベルの位置は同じです。次の表で
は、ラベルのある位置が、写真中にシアン色のボックスで示されます（図 2-21
を参照）。この例では、示されている位置に 2 つの同じラベルがあります。

図 2-21: シアン色のボックスはラベルの位置を示します

WARNING

Sure Sort を操作するときは、すべてのラベルの安全上の注意事項に従って

ください。これらの注意事項に従わないと、装置の損傷だけでなく、重大な
人身事故または死亡に至る可能性があります。
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 2.8.1. インプットコンベヤモジュールラベル

 2.8.1.1. 安全使用通知ラベル

位置：操作者ステーション近くのインプットコンベヤの前面（表 2-1 を参照）。
目的：安全な使用のために、「操作者マニュアル」を読むよう職員に指示します。

表 2-1：安全使用通知ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8074300)

カナダ (8074310)

EU / AU / 日本 (8074330)
安全性 43
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.2. E-Stop リングラベル

位置：操作者ステーション近くのインプットコンベヤの前面（表 2-2 を参照）。 
目的：緊急停止ボタンの位置に注意を払います。

表 2-2： E-Stop リングラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8156400）
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 2.8.1.3. アークフラッシュおよび感電の危険警告ラベル

位置：操作者がアクセスするコンピューターと UPS の前面左パネルのイン
プットコンベヤ（表 2-3 を参照）。 
目的：装置の購入者に、該当する規格に従ってすべてのアークフラッシュお
よび電気安全要件に従うように指示します。

表 2-3：アークフラッシュおよび感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8165700)

カナダ (8165710)

EU / AU / 日本 (8165730)

インプットモジュールの前面パ
ネル
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 2.8.1.4. 感電の危険警告ラベル

位置：ツールアクセスラッチの隣にある下部カバーパネル（数量 9）（表 2-4
を参照）。 
目的：内部の電気的危険性について警告し、パネルを取り外す前に電源を切
断します。

表 2-4：感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 
(8159730)

操作者側（4x）

背側（4x）

インプットモジュールのエンドパネル（1x）
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 2.8.1.5. 重量制限ラベル

位置：操作者ステーション近くのインプットコンベヤの後面（表 2-5 を参照）。 
目的：装置が処理できるのは 5 ポンド（2.27 kg）以下の物品のみであることを
警告します。

表 2-5：重量制限ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159900)

カナダ (8159910)

EU / AU / 日本 (8159930)

インプットモジュールの背
面壁
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 2.8.1.6. アース記号

位置：AC 配電エンクロージャ、背面スタッドの近く（表 2-6 を参照）。 
目的：装置の保護アースケーブル接続ポイントを識別します。装置の漏れ電
流のために必要です。

表 2-6：アース記号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域 

(P24835-01)

AC 電源エンクロージャの背面
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 2.8.1.7. UPS 電圧存在警告ラベル

位置：UPS が配置され、操作者マニュアルホルダーが取り付けられている背面

カバーパネル。ツールでアクセスできるラッチの横にあります（表 2-7 を参照）。 
目的：内部に残留する電気的な危険性について警告し、UPS の電源を切断して

から整備します。

表 2-7： UPS 電圧存在警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8136300)

カナダ (8136310)

EU / AU / 日本 (8136330)

インプットモジュールの背面
安全性 49
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.8. 高漏れ電流ラベル

位置：AC 入力電源コード（表 2-8 を参照）。 
目的：アース接続が必要であることを警告します。 

表 2-8：高漏れ電流ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8166500)

カナダ (8166510)

EU / AU / EU (8166530)

製品コードの端に
ある AC プラグの
前に 10 インチ～
12 インチのタイ
ラップで取り付け
られている
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 2.8.1.9. 装置供給回路切断ラベル

位置：AC 入力電源コード（表 2-8 を参照）。 
目的：接続を切断すると、装置の電源が切断されることを通知します。 

表 2-9：装置供給回路切断ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8233100)

カナダ (8233110)

EU / AU / EU (8233130)

製品コードの端に
ある AC プラグの
前に 5 インチ～ 6
インチのタイラッ
プで取り付けられ
ている
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 2.8.1.10. 定格 / シリアル番号ラベル

位置：モニターアーム近くのコンベヤの背壁（表 2-10 を参照）。 
目的：製品の電気的定格、装置のシリアル番号、D.O.M.、米国およびカナダ
の NRTL ロゴ、EU と AU の CE、特許、日本の 50/60 Hz を識別します。

表 2-10： 定格 / シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

米国 / カナダ (8237900)

EU / AU (8237930)

日本 (8237940)
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 2.8.1.11. 感電の危険警告ラベル

位置：安全エンクロージャの前面、I/O エンクロージャの前面（表 2-11 を参照）。 
目的：内部の電気的な危険性について警告し、エンクロージャを開く前に電源を
切断します。

表 2-11： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)

安全エンクロージャの前面

I/O エンクロージャの前面
安全性 53
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.12. 感電の危険警告ラベル

DC 電源（充電 28V、クリアパスモーター 75V）

位置：インプットモジュールキャビネットの内側、前面および背面（表 2-12
を参照）。 
目的：内部の電気的な危険性について警告し、エンクロージャを開く前に電
源を切断します。

表 2-12： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)

DC 電源（28V、75V）カバー前面

背面
54 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.13. 外部 I/O インターフェイスパネルラベル

位置：インプットコンベヤモジュールの上部背面中央（表 2-13 を参照）。 
目的：4 つのケーブル接続をそれぞれ識別します。

表 2-13： 外部 IO 4 コネクターパネルラベル

ラベルの位置 説明

すべて（8244700）
安全性 55
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.14. 補助装置供給回路スイッチ

位置：インプットコンベヤ前面の左側パネルにあるオン / オフスイッチアセ
ンブリ（表 2-14 を参照）。 
目的：スイッチが装置供給回路の補助電源スイッチであることを示します。

表 2-14： 補助装置供給回路スイッチラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8233200)

カナダ (8233210)

AU、EU、日本 (8233230)
56 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.1.15. 感電の危険警告ラベル

位置：オン / オフスイッチアセンブリの左上隅（表 2-15）。 
目的：内部の電気的危険性について警告し、パネルを取り外す前に電源を切
断します。

表 2-15： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)
安全性 57
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.2. リターンコンベヤモジュールラベル

 2.8.2.1. 感電の危険警告ラベル

位置：アクセスパネル、リターンコンベヤの下側、ツールでアクセスされる
パネルラッチの横（表 2-16 を参照）。 
目的：内部の電気的な危険性について警告し、パネルを開く前に電源を切断
します。

表 2-16： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 
(8159730)

上

58 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.2.2. ピンチポイント注意ラベル

位置：リターンコンベヤ、すべての前面と側面（表 2-17 を参照）。 
目的：コンベヤベルト近くの隙間に挟まれる危険性について警告します。

表 2-17： ピンチポイント注意ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（1637200）

すべての前面パネル
および側面パネル
安全性 59
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.2.3. 高さ調整ラベル 

位置：リターンコンベヤの各サポートレッグの上部にあり、ハンドルカップ
リング上の 1 インチの位置に 2 か所配置（表 2-18 を参照）。 
目的：リターンコンベヤの上昇 / 下降方向を提供します。

表 2-18： リターンコンベヤ高さ調整ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8175400）

リターンコンベヤの裏側

左側のラベル

右側のラベル
60 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.2.4. シリアル番号ラベル

位置：リターンコンベヤ背面（表 2-19 を参照）。 
目的：モジュールを装置と関連付けます。

表 2-19： シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8174000）
安全性 61
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.3. スキャントンネルラベル

 2.8.3.1. 感電の危険警告ラベル

位置：スキャントンネル、電気リレーハウジングの前面（表 2-20 を参照）。 
目的：内部の電気的な危険性について警告し、エンクロージャを開く前に電
源を切断します。

表 2-20： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)
62 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.3.2. シリアル番号ラベル

位置：スキャントンネル、電気リレーハウジングの前面（表 2-21 を参照）。 
目的：モジュールを装置と関連付けます。

表 2-21： シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8174000）
安全性 63
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.3.3. アークフラッシュおよび感電の危険警告ラベル

位置：スキャントンネル、3 か所（表 2-22 を参照）。 
目的：装置の購入者に、該当する規格に従ってすべてのアークフラッシュお
よび電気安全要件に従うように指示します。

表 2-22： アークフラッシュおよび感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8165700)

カナダ (8165710)

EU / AU / 日本 (8165730)

スキャントンネル IO ボックス

スキャントンネルリレー
ハウジング
64 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4. ベースおよびエンドモジュールラベル

 2.8.4.1. シリアル番号ラベル

位置：前ドアの内側、インターロックランプの上（表 2-23 を参照）。 
目的：ベース装置のシリアル番号を示します。

表 2-23： シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8174000）
安全性 65
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.2. 感電の危険警告ラベル

位置：電気エンクロージャアクセスカバー、ベースモジュールの床（表 2-24
を参照）。
目的：内部の電気的な危険性について警告し、エンクロージャを開く前に電
源を切断します。

表 2-24： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)

上

66 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.3. 落下危険注意ラベル

位置：ベースモジュールの外部、2 か所（表 2-25 を参照）。 
目的：落下の危険がある構造物に登らないように注意します。

表 2-25： 落下危険注意ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (7686200)

カナダ (7686210)

EU / AU / 日本 (7686230)

リターンコンベヤの上

最初の配達列の右側
安全性 67
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.4. 圧砕危険注意ラベル

位置：トップパネル、ベースモジュールの 200 側（右）（表 2-26 を参照）。 
目的：可動部品による圧砕の危険があるため、装置の内部に手を近づけない
ように注意してください。

表 2-26： 圧砕危険注意ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8187900)

カナダ (8187910)

EU / AU / 日本 (8187930)

左トラックのすぐ上
の中央に位置します。

NE PAS
APPROCHER
LES MAINS

ATTENTION

p/n 8187910 RevA
68 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.5. リセットボタンラベル

位置：前面および背面ドアの横にあるリセットボタンハウジング（表 2-27 を
参照）。 
目的：リセットボタンを識別します。

表 2-27： リセットボタンラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159600)

カナダ (8159610)

EU / AU / 日本 (8159630)

前面ドアの位置

背面ドアの位置
安全性 69
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.6. E-Stop リングラベル

位置：リジェクト容器エンクロージャの右側。リターンコンベヤの後ろの列
（表 2-28 を参照）。 
目的：緊急停止ボタンの位置に注意を払います。

表 2-28： E-Stop リングラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8156400）
70 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.7. 「PUSH TO OPEN」ラベル

位置：前面ベースモジュールドアと背面拡張モジュールドアの両方の内側ド
アリリースにあります（表 2-29 を参照）。 
目的：ドアを開けて、装置から出る方法を指示します。

表 2-29：「PUSH TO OPEN」ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8075400)

カナダ (8075410)

EU / AU / 日本 (8075430)

 

内部ドアリリース、 
前面および背面のアクセスドア
安全性 71
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.8. アクセス禁止警告ラベル

位置：前面および背面アクセスドアの外部（表 2-30 を参照）。 
目的：有資格の担当者以外は、装置への進入は許可されていないことを警告
します。

表 2-30： アクセス禁止警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8074400)

カナダ (8074410)

EU / AU / 日本 (8074430)

前面および背面のアクセスドア
72 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.9. 遅延アクセスラベル

位置：前面および背面アクセスドアの外部（表 2-31 を参照）。 
目的：承認された職員にドアを開ける方法を指示します。

表 2-31： 遅延アクセスラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8164100)

カナダ (8164110)

EU / AU / 日本 (8164130)

前面および背面のアクセスドア
安全性 73
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.10. 密閉空間通知ラベル

位置：前面および背面アクセスドアの外部（図 2-22 を参照）。
目的：装置の内部空間が限られていることを担当者に通知します。

図 2-22: 密閉空間通知ラベル

米国 
(8167300)

カナダ EU / AU / 日本

(8167310) (8167330)

ラベルの位置 
ドアハンドルパネルの
8.5 インチ（22 cm）上
74 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.4.11. 無線コンプライアンスラベル

位置：メイントランシーバーエンクロージャ、前面および背面（表 2-32 を参
照）。
目的：無線機器に関する FCC および I.C.（またはその他の管理機関）の規則
および規定への準拠を確認します。

表 2-32： 無線コンプライアンスラベル

ラベルの位置 説明

米国 / カナダ (7682610)

EU / AU (N/A)

日本のみ：MIC 登録（7682640）

背面：メイントランシー
バーエンクロージャの右側

前面：メイントランシー
バーエンクロージャの中
央部

装置の電気定格ラベルの CE マー
クを参照してください。
安全性 75
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5. 拡張およびエンドモジュールラベル

 2.8.5.1. 落下危険注意ラベル

位置：最後の拡張モジュールの外部（表 2-33 を参照）。 
目的：落下の危険がある構造物に登らないように注意します。

表 2-33： 落下危険注意ラベル

ラベルの位置 説明

拡張エンドモジュール、右側

拡張エンドモジュール、左側

米国 (7686200)

カナダ (7686210)

EU / AU / 日本 (7686230)
76 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.2. 感電の危険警告ラベル

位置：電気エンクロージャアクセスカバー、拡張モジュールの床（表 2-34 を
参照）。
目的：内部の電気的な危険性について警告し、エンクロージャを開く前に電
源を切断します。

表 2-34： 感電の危険警告ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8159700)

カナダ (8159710)

EU / AU / 日本 (8159730)

装置前面
安全性 77
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.3. 圧砕危険注意ラベル

位置：パネルの上部、拡張モジュールの左側と右側（表 2-35 を参照）。 
目的：可動部品による圧砕の危険があるため、装置の内部に手を近づけない
ように注意してください。

表 2-35： 圧砕危険注意ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8187900)

カナダ (8187910)

EU / AU / 日本 (8187930)

拡張モジュール、左側

拡張モジュール、右側
78 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.4. E-Stop リングラベル

位置：最後の拡張モジュール、左側と右側（表 2-36 を参照）。11 個の拡張装
置の場合、このラベルも通路の中央に配置されます。100 サイドで、E-stop
は R 列にあり、200 サイドでは Q 列にあります（ECO 19-1755 による）。
目的：緊急停止ボタンの位置に注意を払います。

表 2-36： E-Stop リングラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8156400）

エンド拡張モジュール、左側

エンド拡張モジュール、右側
安全性 79
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.5. 「Do Not Step」注意ラベル

位置：一番下の 2 つの容器ブラケットの中心にあります（表 2-37 を参照）。 
目的：落下の危険がある構造物に登らないように注意します。

表 2-37：「Do Not Step」注意ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8204700)

カナダ (8204710)

EU / AU / 日本 (8204730)
80 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.6. ブラケット可視性ラベル

位置：カスタム容器ブラケットの前面（表 2-38 を参照）。 
目的：ブラケット前面の視認性。

表 2-38： ブラケット可視性ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8206000）
安全性 81
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.7. シリアル番号ラベル

拡張モジュール

位置：下部フレーム構造、各拡張モジュール（表 2-39 を参照）。 
目的：モジュールを装置と関連付けます。

表 2-39： シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8174000）
82 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.5.8.  シリアル番号ラベル

エンドモジュール

位置：バックドアの内側、インターロックランプの上（表 2-40 を参照）。 
目的：モジュールを装置と関連付けます。

表 2-40： シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（8174000）
安全性 83
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.6. iBOT ラベル

 2.8.6.1. iBOT シリアル番号ラベル

位置： iBOT シャーシ、2 か所（表 2-41 を参照）。 
目的：装置に関連付けられた iBOT を識別します。

表 2-41： iBOT シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（7242808）

iBOT の前面中心

iBOT の背面から見た
シャーシの右側
84 安全性
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.6.2. iBOT コントロールパネルラベル

位置：iBOT コントロールパネル、iBOT の前面（表 2-42 を参照）。 
目的：表示灯およびスイッチを識別します。

表 2-42： iBOT コントロールパネルラベル

ラベルの位置 説明

すべての地域（7242710）
安全性 85
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



 2.8.6.3. iBOT 蓄積エネルギー注意ラベル

位置：iBOT 下部安全カバー（表 2-43 を参照）。 
目的：担当者が、内部に蓄積された電荷について注意するようにします。

表 2-43： iBOT 蓄積エネルギー注意ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8157500)

カナダ (8157510)

EU / AU / 日本 (8157530)
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 2.8.6.4. iBOT 化学物質危険ラベル

位置：iBOT 下部安全カバー（表 2-44 を参照）。 
目的：内部に含まれる危険物質について担当者に注意してくれます。ウルト
ラキャパシタの安全性に関する追加情報は、89 ページの「追加の製品安全情
報」を参照してください。

表 2-44： iBOT 化学物質危険ラベル

ラベルの位置 説明

米国 (8156300)

カナダ (8156310)

EU / AU / 日本 (8156330)
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 2.8.6.5. iBOT 無線コンプライアンスラベル

位置：iBOT シャーシ背面、左側（表 2-45 を参照）。
目的：FCC および I.C.（またはその他の管理機関）の規則および規定への準
拠を確認します。

表 2-45： iBOT 無線コンプライアンスラベル

ラベルの位置 説明

米国 / カナダ (7682610)

EU / AU (N/A)

日本のみ：MIC 登録（7682640）

iBOT の裏側

装置の電気定格ラベルの CE マークを
参照してください。
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 2.9. 追加の製品安全情報
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 Product Information Sheet 
An MSDS is not required.  This information sheet is provided as a service to our customers.  An MSDS for the active chemical inside the listed products is 
available upon request.  For US Customers: The products referenced herein are exempt articles and are not subject to the OSHA Hazard 
Communications Standard Requirement 29 CFR 1910.1200.  For EU Customers: The products referenced herein are not submitted to 91-155 EEC, as 
they are considered as components and not as a chemical substance.  Notice:  The information and recommendations herein contained are made in good 
faith and are believed to be accurate at the date of preparation.  Maxwell Technologies Inc. makes no warranty expressed or implied. 

 
Product Information 
Manufacturer 
Maxwell Technologies Inc. 
9244 Balboa Avenue San Diego, CA 92123 
Phone: 858-503-3300 
Fax: 858-503-3333 
 
EMERGENCY PHONE: 
North America  
Chemtrec Hazmat Communication Center    1 800 424 9300 
  + 1 703 527 3887 
Europe  
Swiss Toxicological Information Centre +41 (0)44 251 5151 

Product: Ultracapacitors 
 
Models: All configurations and versions of  

PC5, PC10, PC5-5, BCAP0005 and 
BCAP0010 

 
Date:  June 19, 2009 
 
Asia 
Chemtrec Hazmat Communication Center    1 800 424 9300 
  + 1 703 527 3887 
 

 
Product Components 
 
Important Safety Note: Ultracapacitors should not be opened, disassembled, crushed, burned, or exposed to high temperatures (>85°C, 185°F), and 
should be operated only within their defined operating specifications.  Failure to adhere to operating specifications could result in poor device 
performance or unsafe operating conditions.  Exposure to the components contained within the ultracapacitor could be harmful under certain 
circumstances.  In case of exposure to ultracapacitor contents, wash affected area for at least 15 minutes with generous amounts of water and seek medical 
attention.  Fires involving these types of ultracapacitors should be extinguished with CO2, dry chemical, alcohol foam, or all purpose AFFF extinguishing 
media. Water may be ineffective but should be used to cool fire-exposed containers, structures and to protect personnel. 

 
BOOSTCAP® ultracapacitors are composed of the following major components: 
 
 Electrodes: Activated Carbon 
 Separator: Polypropylene or Cellulose 
 Electrolyte: Quaternary salt (tetraethylammonium tetraflouroborate) 
   Organic solvent (acetonitrile) 
 Other:  Aluminum, steel 

 
Disposal 
 

BOOSTCAP ultracapacitors are neither specifically listed nor exempted from government hazardous waste regulations.  The only material 
of possible concern is the organic solvent, which when discarded or disposed of, is a hazardous waste according to Federal regulations (40 
CFR 261). It is listed as Hazardous Waste Number U003, so listed due to its toxicity and ignitability. Disposal can occur only in properly 
permitted facilities. Check state and local regulations for any additional requirements, as these may be more restrictive than federal laws 
and regulations. 
 
Transportation 
 

Ultracapacitors as articles are not specifically listed nor exempted from hazardous materials regulations (HMR).  The U.S. Department of 
Transportation has provided Maxwell Technologies a written determination regarding Maxwell’s PC5 and PC10 BOOSTCAP 
ultracapacitor products that the materials comprising the ultracapacitors are “…in a quantity and form that does not pose a hazard in 
transportation.  Therefore, the ultracapacitors are not subject to the HMR.”   
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RoHS3 General 20190716 

 
 
 

 
 
 
 
 

Tecate Group RoHS 2002/95/EC 
Including Directives: 2011/65/EU (RoHS 2) &  

2015/863/EU (RoHS 3) Amendment to Annex II dated 3/31/16  
 

 
Tecate Group certifies that all of the products listed below comply with the requirements of the 
European Union’s Restriction of the Use of Hazardous Substances in Electrical and Electronic 
Equipment (“RoHS”) Directive 2002/95/EC, 2011/65/EU and the amendment to Annex II Directive 
2015/863/EU dated 3/31/15 and contain less than the threshold percentages of the following 
substances: 
 
 

 
    
 Certified By:  James Kroessler  

 

 Signature:   
 
 Title:    Director of Quality Assurance 
  Issue Date: October 24, 2017  
 
 

Substance RoHS Threshold 
Cd (Cadmium) 100 ppm 0.01% 

Cr VI (Hexavalent Chromium) 1000 ppm 0.1% 

Hg (Mercury) 1000 ppm 0.1% 

Pb (Lead) 1000 ppm 0.1% 

PBBs (Polybrominated Biphenyls) 1000 ppm 0.1% 

PBDEs (Polybrominated Diphenyl Ethers) 1000 ppm 0.1% 

Bis(2-Ethylhexyl) phthalate (DEHP)   800 ppm 0.08% 

Benzyl butyl phthalate (BBP)   800 ppm 0.08% 

Dibutyl phthalate (DBP)   800 ppm 0.08% 

Diisobutyl phthalate (DIBP)   800 ppm 0.08% 
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RoHS3 General 20190716 

 
 
 
 
 
 
Products in this certification include:  
 
CMC, CMC(HV), CMCF, CMCS, CMX, CSM, CMCS, CMS 
 
931AF, 932A, 932D, 932AD, 932AF, 933AF, 932X, 933, 933X, 935X   
 
CMR, CD, CMA, CMT 
 
522, 522L, 522Z, 511 
 
92, 92P, 2013S, 2014, 2014S, 2114, 2114Y, 814, 901, 902, 914, 914D, 2101, 2102, 9014, 9114, 2024, 
2124, 2124V, 5124V, 7124,  924, 9245, 9245WT, 9247, MPX, MPXM, 2001, 2101, 2101V, 6001, 801, 901, 
2012, 6002, 7102H, 7124, 7155, 902, 9024F, 9024R, 9023, 9024 
 
MXEL, MXLH, MXLP, MXLX, MXLXH, MXM, MXMH, MXML, MXMS, MXNP, MXNW, MXS, MXNP, MXNW, 
MXS, MXW, MXWE, MXW\H, MXWL, MXWM, MXWP, MXWRU, MXWX, MXZ, MXZH, MXZM, MXZX, 
MXZZ, LC, LCE, LG, LGE, 712, 712E, 712L, 724, 724E, 724L, 724S, 724SE, 724SL, 724X, 724Z, RN5, 
711, 723, 725E, 725H, 725L, 725W, 725X, 728B, 728L, 730, 730W, 725R, TLL, TRC, TRE, TRS, TRZ, RN, 
RN7, RN7E, RNB, RNBE, RNH 
 
MXCPA, MXCPB, MXCPH, MXCPP, MXCPT, CPL, CPS, CPU, CPX 
 
PC, TPL, TPLE, TPLS 

Ultracapacitor module types: PBM, TC, PBL, PBLE, PBLL, PLLLE, PBD, PBLS and PC5-5, TC.  
All 17- Series ultracapacitor modules. 
All 39- Series ultracapacitor cell.  

All wire harnesses. 
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File: REACH_201_COC_20190819 

 
 
 
 
 
 
 

The Components Group of Tecate Group Policy on European 
Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals 

(REACH) Legislation from the European Union (EU) 

Preregistration and registration of substances in articles: Tecate Group – Components Division 
(Capacitors and Ultracapacitors) does not currently supply any products that would be 
considered an article with a substance intended to be released during normal and reasonably 
foreseeable conditions of use. Tecate Group –  Components Division therefore, does not have 
any plans for Registration or preregistration. 

Substances of Very High Concern (SVHC) under REACH:  Tecate Group –  Components Division 
does not currently have any chemicals used in the production of part numbers included in this 
COC that are on the list of Substances of Very High Concern. Please see the specific lists on the 
following page. 

Further, the parts covered in this COC do not contain any substances listed in REACH Annex XVII 
when used for the purposes listed in Annex XVII. 

SVHC 201 publish date of 2019-07-16 

I will be your REACH contact. If you have any questions, please contact me. 

Certified By:  James Kroessler  
jimk@tecategroup.com 
 

 Signature:   
 Title:    QA Manager 
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File: REACH_201_COC_20190819 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Products in this certification include: 
 
CMC, CMC(HV), CMCF, CMCS, CMX, CSM 
 
931AF, 932A, 932D, 932AD, 932AF, 933AF, 932, 933, 933X, 935   
 
CMR, CD, CMA 
 
522, 522L, 522Z, 511 
 
92, 92P, 2013S, 2014, 2014S, 2114, 2114Y, 814, 901, 902, 914, 914D, 2101, 2102, 9014, 9114, 914, 914D, 
2024, 2124, 2124V, 5124V, 7124,  924, 9245, 9245WT, 9247, MPXM, 2001, 2101, 2101V, 6001, 801, 901, 
2012, 6002, 7102H, 7124, 902, 9024F, 9024R 
 
MXEL, MXLH, MXLP, MXLX, MXLXH, MXM, MXMH, MXML, MXMS, MXNP, MXNW, MXS, MXNP, MXNW, 
MXS, MXW, MXWE, MXW\H, MXWL, MXWM, MXWP, MXWRU, MXWX, MXZ, MXZH, MXZM, MXZX, 
MXZZ, LC, LCE, LG, LGE, 712, 712E, 712L, 724, 724E, 724L, 724S, 724SE, 724SL, 724X, 724Z, RN5, 
711, 723, 725E, 725H, 725L, 725W, 725X, 728B, 728L, 730, 730W, 725R, TLL, TRC, TRE, TRS, TRZ, RN, 
RN7, RN7E, RNB, RNBE, RNH 
 
MXCPA, MXCPB, MXCPH, MXCPP, MXCPT, CPL, CPS, CPU, CPX 
 
PC, TPL, TPLE, TPLS 

Ultracapacitor module types: PBM, TC, PBL, PBLE, PBLL, PLLLE, PBD, PBLS and PC5-5, TC.  
All 17- Series ultracapacitor modules. 
All 39- Series ultracapacitor cells. 
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 2.10. 装置文書

装置文書は、インプットコンベヤアセンブリの背面にあるホルダーに提供さ
れます（図 2-23 を参照）。閲覧が終わったら、保管のために必ず文書をここ
に返却してください。交換用の文書を入手するには、OPEX テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

図 2-23: 装置文書ホルダー

注 : オプションの右側インプットモジュールで設計された装置文書ホル
ダーの位置を確認するには、チャプター A： 「オプションの右側 （200 サイ

ド）誘導」を参照してください。

オペレーター
ステーション

装置文書ホルダー
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 3.1. はじめに

OPEXSure Sort™ は、ロボット式「個別」または「ピース」分類機で、様々
な物品を 1 回の通過で容器のコンパクトな配列に配送します。

Sure Sort は、誘導、バーコードスキャン、検証および配送を組み合わせたプ

ロセスを使用して、注文処理に必要な製品を自動的に分類します。このプロ
セスに関連する主なコンポーネントを以下に示します 

（96 ページの図 3-1 を参照）。 

図 3-1: Sure Sort － 主なコンポーネント

これらのコンポーネントは
162ページの図A-1にも示されています。

オプション 
Pack-to-Light 機能

配送用容器

拡張モジュール

操作者リターン
コンベヤ

インプットコンベヤ
ホストコンピュー

ター /UPS

オプションの Opex ス
キャントンネル

iBOT ローディン
グエリア（ベース
モジュールの一部）

リジェクト容器エ
ンクロージャ 

（ベースモジュール
の一部）

ベースモジュール

ライトタワー

iBOT

オペレーターステーション
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Sure Sort の主なコンポーネントの詳細については、以下に説明します。

注 : オプションの右側誘導が利用可能です。詳細については、チャプター
A： 「オプションの右側 （200 サイド）誘導」を参照してください。

インプットコンベヤ － インプットコンベヤは、ペーシングコンベヤとイ
メージングコンベヤで構成されています。これには、物品が配置され、バー
コードがスキャンされ、ベースモジュールの iBOT に配送される操作者ス
テーションが含まれています。最適な配送のために、物品は最高で 1 秒あた
り 1 物品の速度で自動的にペースが調整されます（図 3-2 を参照）。

図 3-2: インプットコンベヤの機能

操作者ステーション － タッチスクリーンモニターを使用すると、マウスや
キーボードを使用せずに Sure Sort を操作できます。オプションのシングルス
キャンカメラまたはハンドスキャナーは、こちらで利用できます（102 ペー
ジを参照）。

ホストコンピューターおよびUPS －  Microsoft®Windows10 pro /64 bit/8Gb/
Raid1 SSD ドライブ。ホストコンピューターには、Sure Sort ホストソフト
ウェアと Induct ELC ソフトウェアが含まれています。UPS は、バッテリ
バックアップとサージ保護を提供します。

ペーシングコンベヤベルト 
（Opex スキャントンネルの下）

画像エントリセンサー

ペーシングセンサー

オプションのラインスキャナー 
（イメージングコンベヤベルトの下にあります）

ペーシングコンベヤ
ベルト画像出口センサー

高さ超過検知器
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Induct ELCソフトウェア －  顧客の既存の「倉庫管理システム（WMS）」と
簡単に統合して、在庫追跡と注文確認のために物品のステータスとデータを
交換できます（詳細については 105 ページの「OPEX Induct ELC」を参照）。

OPEXスキャントンネル（オプション） －  方向に関係なく、イメージングコ
ンベヤ上の物品からバーコードを読み取るために使用されるカメラの配列です。

スキャントンネルは、イメージャベルトの上にある最大 7 台のカメラを使用し

て、各物品の上部、前面、背面、側面のバーコードを検索し、2 つのコンベヤ

ベルト間のギャップの下に配置されたラインスキャンカメラを使用して、下部
のバーコードを検索します（詳細については、「OPEX スキャントンネルサー

ビスマニュアル」を参照してください）。
1 台のカメラが「マスター」として割り当てられ、残りのカメラとの通信を担当

します（98 ページの図 3-3 を参照）。マスターは、「Left Deluxe I/O」ボックスを

介して「I/O コントロール」ボードからトリガー信号を受信し、このトリガーを

他のカメラに渡します。同様に、他のすべてのカメラは、読み取った結果をマス
ターカメラに返し、マスターカメラは結果をコンパイルし、RS232 を通じて

データを「Left Deluxe I/O」ボックスに送信します。次に、データはホストコン

ピューターの Com ポート 1 を通じて ELC にルーティングされます。

図 3-3: バーコードスキャナー

マスターカメラ
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Real-time Monitor（RTM）は、トンネルの上部にあるスキャントンネル画像
処理コンピューターです（図 3-4 を参照）。ラインスキャンカメラで受信した
画像を処理し、これらの画像からバーコードを抽出し、マスターカメラに
バーコードデータを送信します。

図 3-4: スキャントンネル RTM コンピューター

ベースモジュール － ベースモジュールは、入力およびリターンコンベヤと
インターフェイスし、リジェクト容器、E-Stop ボタンおよび 1 つのソート列
を備えています。また、iBOT が充電され、Sure Sort にロードされる場所で
もあります。インターロックされたアクセスドアにより、承認されたサービ
ス担当者が入ることができます。2 番目のモニターによって、オペレーター
は装置の始動と停止、ジャムの解消、および問題のトラブルシューティング
を行うことができます（99 ページの図 3-5）。

図 3-5: 2 番目の画面

E-Stop ボタン

リジェクト容器の上の 2 番目
のモニター
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iBOT® － 無線ロボット車両は、最大 5 ポンドまでの様々な在庫を効果的に
輸送できます。

• 拡張可能なスループットを提供するため、iBOT を簡単に追加または削

除することができます。

• iBOT の電源は、配送周期ごとに再充電されます。

• Sure Sort は、合計 22 個の iBOT をサポートできます。

リターンコンベヤ（オプション）－ リターンコンベヤは、再スキャンのた
めに物品を操作者に送り返す電動コンベヤです。戻ってくる物品は、ほとん
どが正しくスキャンされなかったものです。

ライトタワー － ライトタワーは、操作者に Sure Sort の状態を知らせます。

拡張モジュール － 各拡張モジュールは、片側あたり 3 列を提供します。これ
らの列で、iBOT はトラックに沿って移動し、物品を容器に配送します。最大
11 個の拡張モジュールを追加設置して、容器の容量を増やすことができます。

配送容器の選択 － 顧客の要件に応じて、4インチ、7インチ、12インチ

（10.16 cm、17.78 cm、30.48 cm）の深さで利用できます。容器の実際の量とサ

イズは、購入契約で決定されます。 

Pack-to-Lightシステム（オプション）－ Pack-to-Light システム（PTL）は、
容器に注意が必要な時に作業者に知らせるように構成できる LED 照明で構成
されます。注文の完了は顧客の WMS によって管理され、WMS はいつ照明を
オンにするかをコントローラーに通知します。 

PTL は、最大 255 色の LED カラーを使用してプログラムでき、「容器がいっ

ぱい」、「容器が存在しない」、「注文が完了」などの様々な容器状態を示した
り、ジャムが発生した場所を識別したりできます。PTL 照明は、連続した単

色で表示されるように、または点滅するようにプログラムできます。また、
2 つの色を交互に点滅させることもできます。
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LED 照明は現在、次の 2 つの構成で利用できます。 

• ブラケットに取り付けられた垂直 LED ストリップ（101 ページの図 3-6）。

図 3-6: 垂直 LED ストリップ

• 各容器列の上に取り付けられた LED リングの「停止照明」（101 ページの

図 3-7 を参照）。

オプションの停止照明機能は、装置の上部にある 1 列あたり最大 4 つの

LED リングを提供し、容器に注意が必要な場合、操作者に通知するため

に点灯します。各照明リングは 12 個の LED で構成され、次のような容器

に関連しています。上のリングはトップ容器用、2 番目のリングは 2 番目

の容器用、3 番目のリングは 3 番目の容器用、該当する場合は 4 番目のリ

ングは 4 番目の容器用になります。列ごとに 3 つの容器だけを使用する場

合、4 番目の照明リングは無効になります。

図 3-7: 停止照明の機能
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単一スキャンカメラ（オプション）－ 操作者がバーコードをスキャンする
ために、単一の装着されたカメラオプションを使用できます（102 ページの
図 3-8 を参照）。

図 3-8: 単一スキャンカメラ

ハンドスキャナー（オプション）－ このオプションを使用すると、操作者
はポータブルスキャナーを使用してバーコードを読み取ることができます

（102 ページの図 3-9 を参照）。

図 3-9: ハンドスキャナー
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 3.2. Sure Sort™ のしくみ

Sure Sort™ システムは、OPEX ホストコンピューターにインストールされて

いる 2 つのソフトウェアアプリケーション、ホストソフトウェアと OPEX 
Induct ELC（外部リンクコンポーネント）を使用して、システムを制御およ

び実行します。外部の「倉庫管理システム（WMS）」との相互作用を次に示

します。

1. スキャントンネルは、バーコードをデコードし、その結果を操作者がペー

シングコンベヤベルトに物品を置くと、その物品がシステムに誘導されます。

2. ELCに渡します。

3. ELCは、結果を倉庫管理システム（WMS）に渡します。

4. WMSは、容器の宛先でELCに応答します。

5. ELCは、容器の宛先をOPEXホストソフトウェアに送信します。

6. iBOTは、目的の容器に物品を配送します。

7. ホストは、ピースが配送されたことをELCに通知します。

8. ELCは、WMSに確認応答を送信します。
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 3.2.1. OPEX ホストソフトウェア

OPEX ホストソフトウェアは、操作者のメインインターフェイスとシステムのコ

ントロールを提供します（104 ページの図 3-10 を参照）。ホストソフトウェア

を使用して、ジョブの開始と停止、ジャムの解消、iBOT の削除 / 挿入、診断テ

ストの実行、統計レポートの表示を行います。背後で、OPEX ホストソフトウェ

アはコントローラーと通信します（INtime）。ホストは操作者インターフェイス

であり、コントローラーは実際に装置を実行するものです（例：ゲート、モー
ター、iBOT の移動など）。ホストは、OPEX Induct ELC とも通信します。

図 3-10: ホストソフトウェアインターフェイス
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 3.2.2. OPEX Induct ELC
OPEX Induct ELC（外部リンクコンポーネント）は、Sure Sort ホストアプリ

ケーションと WMS の間のインターフェイスとなる別個のアプリケーション

です（図 3-11 を参照）。ELC は WMS と通信して、容器の宛先を受信します。

容器の宛先はホストに送信され、ホストは iBOT にピースを目的の容器に配

送するように指示します。Induct ELC は、オプションのスキャナー（OPEX
スキャントンネル、ワンド、および固定装着スキャナー）とも通信します。

図 3-11: OPEX Induct ELC － メイン画面
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 3.3. 仕様

 3.3.1. 基本構成

 3.3.2. 資材の取り扱い（在庫品）オプション

長さ

• 最大 555.6 インチ（14.11 m）（11 個の拡張モジュール搭載

時）

• 追加の拡張モジュールごとに 105 インチ（2.7 m）

幅 •  インプットコンベヤで 132 インチ（3.35 m）

高さ • 102 インチ（2.6 m）（ライトタワー付き）

フットプリント
109 ページの「装置のレイアウトと必要な設置スペース」を

参照してください。

電気的

111ページの「電気的要件 － 北米」、

112ページの「電気的要件 － ヨーロッパ（EU）」、

113ページの「電気的要件 － 日本」を参照してください。

長さ 2 インチ～ 15 インチ（5.08 cm ～ 38.1 cm）

幅 2 インチ～ 12 インチ（5.08 cm ～ 30.5 cm）

高さ 0.007 インチ～ 4.0 インチ（0.018 cm ～ 10.16 cm）

重量 最大 5 ポンド（2.27 kg）
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 3.3.3. オプション

 3.3.4. モジュール寸法

注 : アスタリスク（*）が付いている重量には、側面の列あたり最大 350 ポ

ンド、または床に固定されている場合は、側面の列あたり 7 つの容器で、容

器あたり 50 ポンドの製品が含まれています。それ以外の場合、1 列あたりの

最大重量は 100 ポンドです。

iBOT 最大 22 台

配送用容器
4 インチ（10.16 cm）、7 インチ（17.78 cm）、

12 インチ（30.48 cm）

スループット 1 時間あたり最大 3,600 物品まで拡張可能

バーコードリーダー

• 6 面自動 OPEX スキャントンネル

• 固定装着リーダー

• ハンドスキャナー

自動リターンコンベヤ
WMS によって回収された物品は、2 次的アク

ションのために返されます。

Pack-to-light（PTL）
カスタマイズ可能な LED 表示灯（例：「容器が

いっぱい」または「注文が完了」など）

拡張モジュール 最大 11 個

モジュール 幅 長さ
フットプ
リント

高さ 標準重量 搭載重量
重量 / 平方

フィート

インプットコンベ
ヤ

24 インチ 

(60.96 cm)

82 インチ

(208.28 cm)

13.7 ft² 

(1.27 m²)
71 インチ

(180.34 cm)

714 ポンド

(323.87 kg)

714 ポンド

(323.87 kg)

33 lb/ft²

(161.12 kg/m²)

ベース
34.5 インチ

(87.63 cm)

58.5 インチ

(148.59 cm)

14.0 ft²

(1.30 m²)
89 インチ

(226.06 cm)

668 ポンド

(303 kg)

1160 ポンド

*(526.17 kg)

83 lb/ft²

(405.24 kg/m²)

拡張
57 インチ

(144.78 cm)

44.5 インチ

(113.03 cm)

17.6 ft²

(1.64 m²)
89 インチ

(226.06 cm)

220 ポンド

(99.79 kg)

2058 ポンド

*(933.49 kg)

117 lb/ft²

(571.24 kg/m²)

リターンコンベヤ
25.5 インチ

(64.77 cm)

68.5 インチ

(173.99 cm)

12.2 ft²

(1.13 m²)
46 インチ

(116.84 cm)

215 ポンド

(97.52 kg)

215 ポンド

(97.52 kg)

17.8 lb/ft²

(86.91 kg/m²)

スキャントンネル
39.5 インチ

(100.33 cm)

39.5 インチ

(100.33 cm)

10.8 ft²

(1.00 m²)
60 インチ

(152.40 cm)

161 ポンド

(73.03 kg)

161 ポンド

(73.03 kg)

14.9 lb/ft² 

(72.75 kg/m²)
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 3.3.5. 環境仕様

代理店の承認
TüV Rheinland（米国およびカナダの
場合）、CE、FCC

騒音放出量

11 個の拡張モジュールを備えた Sure 
Sort のマルチポジションサウンド測定
に基づく平均曝露レベル。*

• 全体の範囲：78.4 dB ～ 60.1 dB Leq 

• 操作者ステーション（インプットモ
ジュールの前面）：74.3 dB Leq

* 要求に応じて、完全なサウンドテス
トレポートを提供します。

操作、輸送、保管時の温度
操作：40° ～ 90°F（4° ～ 32°C）
輸送：-20° ～ 140°F（-29° ～ 60°C）
保管：32° ～ 100°F（0° ～ 38°C）

湿度 40% ～ 95%RH

最大操作高度 2,000 m 未満
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 3.4. 装置のレイアウトと必要な設置スペース

以下のシステムフットプリントは、必要な設置スペースを示しています（109
ページの図 3-12 を参照）。

図 3-12: システムフットプリント

ベースモジュールの側面図

拡張モジュール、標準

スキャントンネルと 11 個の拡張モジュールを
備えたベースユニット（典型例）

電源
ケーブル

46’-11”
（1430 cm）

11’-8”
（355.6 cm）

8’-9”
（267 cm）

4’-3”
（130 cm）

注：
1. すべての寸法は近似値であり、参考
用としてのみ提供されています。

2. 装置のすべての側面の周りに少なく
とも 36 インチ（91.4 cm）の歩行 / 作
業スペースを確保してください。

3. 装置の上部から当該領域のスプリン
クラーまで、最小 18 インチ（45.7 
cm）の間隔が必要です。
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NOTICE

オプションの右側インプットモジュールで設計された装置レイアウトを表示
するには、チャプター A： 「オプションの右側 （200 サイド）誘導」を参

照してください。
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 3.5. 電気的要件 － 北米

北米 Sure Sort ユニットには、120/208 VAC、単相、60 Hz の AC ライン電圧
が必要です（2 ライン + ニュートラル + アース）。 

• ライン間電圧 =208VAC（+6％/-10％）

• ラインからニュートラルへの電圧 =120VAC（+6％/-10％）

装置は、長さ 15 フィート（4.57 m）の 10/4 SO コードと Induct コンベヤモ
ジュールの AC 配電エンクロージャに接続された NEMA ロッキングプラグ
L14-30P と一緒に提供されます。

お客様は、NEMA 定格の L14-30R ロッキングコンセント（Hubbell HBL2713
または同級）を使用して、最大 30 アンペアの回路ブレーカーで保護された回

路を提供する必要があります。111 ページの図 3-13 の北米のプラグとコンセ

ントの図を参照してください。

図 3-13: 北米のプラグおよびコンセントの要件

メスのレセプタクル（現場側 － 顧客提供）

NEMA L14-30 プラグ
（HUBBELL #HBL2711）

背面（配線側）図

背面（配線側）図 前面図

前面図

オスのプラグ（装置側）
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 3.6. 電気的要件 － ヨーロッパ（EU）

EU の Sure Sort ユニットには、230 VAC、単相、50 Hz の AC ライン電圧が
必要です（ライン + ニュートラル + 保護アース）。

• ラインからニュートラル電圧 =230VAC（+/-10%）

装置には、長さ 15 フィート（4.6 m）の 10/3 HAR コードが付属しており、
IEC 309 ピンタイプのプラグ（Walther Electric ＃ 230306）が付いており、
Induct コンベヤモジュールの AC 配電エンクロージャに接続されています。

お客様は、最大 32 アンペアの回路ブレーカーで保護された回路を提供する必

要があります。

プラグおよびコンセント設置の場合、IEC 309 スリーブタイプのコンセント

（Walther Electric #330306 または同級）を使用してください。112 ページの

図 3-14 のヨーロッパ（EU）のプラグとコンセントの図を参照してください。

配線接続設置の場合、付属のプラグを取り外し、地域の電気コードに適合し
た切断スイッチに直接配線します。

図 3-14: ヨーロッパ（EU）のプラグおよびコンセントの要件

IEC 309 SLEEVE TYPE, 32A (WALTHER ELECTRIC #330306 OR EQUIVALENT)

IEC 309 PIN TYPE, 32A (WALTHER ELECTRIC #230306)

GRN/YEL

GRN/YEL

BRN

BLU

BRN

BLU

 FEMALE RECEPTACLE (SITE SIDE-CUSTOMER SUPPLIED) 

MALE PLUG (MACHINE SIDE)
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 3.7. 電気的要件 － 日本

東日本の装置には、200 VAC（+/-10％）の AC ライン電圧と 50 Hz が必要です。

西日本の装置には、200 ～ 210 VAC（+/-10％）の AC ライン電圧と 60 Hz が必
要です。

113 ページの図 3-15 のプラグ・コンセント装置と配線接続装置の両方の仕様
を参照してください。

図 3-15: 日本の電気的要件

SERVICE

MACHINE

L1 L2N PE

R
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G
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K

X G Y
100

200

100

NEMA L6-30R RECEPTACLE
30A 250V UL/CSA 2 HP
(HUBBELL # HBL2623  
OR EQUIVALENT)

Machine is equipped with:
NEMA L6-30P PLUG
30A 250V UL/CSA 2 HP
(HUBBELL # HBL2621)

X

G

Y

X

G

Y

SITE SIDE (CUSTOMER-SUPPLIED)

MACHINE SIDE

PLUG-RECEPTACLE MACHINES

SERVICE

MACHINE

L1 L2N PE

R
ED

W
H
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K

X W Y
100

200

100

Machine ships with:
NEMA L14-30P PLUG
30A 125/250V 
UL/CSA 
2 (2) HP
(HUBBELL # HBL2711)

HARD-WIRED MACHINES

X

G

Y

W

G
R

N

G

SITE SIDE (CUSTOMER-SUPPLIED)

MACHINE SIDE

CIRCUIT BREAKER, UL489, 20A,
WITH LOCK-OUT PROVISION

FOR GROUND BOND/ HI-POT TEST
USE HUBBELL # HBL2713 RECEPTACLE 
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 3.8. 規制順守テスト

注 : Sure Sort は国内および国際規格に対してテストを行い次第、このリス

トを更新します。

 3.8.1. 装置の評価基準

2006/42/EC 装置指針

2014/53/EU 無線装置指針

2014/30/EU 電磁両立性指針

EN 61000-6-2：2005
電磁両立性（EMC）。汎用規格。産業環境に対
する耐性

EN 61000-6-4：2011
電磁両立性（EMC）－ パート 6-4：汎用規格 － 
産業環境の排出基準

EN 619：2002+A1:2010
連続処理装置およびシステム。ユニットの負荷
を機械的に処理するための装置の安全性および
EMC 要件

EN ISO 12100-2:2003 機械の安全性 － 基本概念、設計の一般原則 － 
パート 2：技術原則

EN 60204-1:2006+A1:2009 機械の安全性。機械の電気装置。一般要件

ETSI EN 300 328 V2.1.1
（2016-11）

広帯域伝送システム；2.4 GHz の ISM 帯域で動
作し、広帯域変調技術を使用するデータ伝送装
置。Directive 2014/53/EU の第 3.2 条の必須要件
をカバーする調和標準

ETSI EN 301 489-1 V1.9.2
（2011-09）

電磁両立性および電波スペクトル物質（ERM）；
無線装置およびサービスの電磁両立性（EMC）
規格。パート 1：一般的な技術要件

NFPA 79:2018 産業用機械の電気標準

UL 2011:2006 工場自動化装置の調査の概要

CSA C22.2 No.301-2016 産業用電気機械

UL 61800-5-1（iBOT のみ）
調整可能な速度の電源駆動システムの標準：安
全性要件 － 電気、熱、エネルギー
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 3.8.2. FCC 規格：

FCC 47CFR PT 15.247 － 902 ～ 928 MHz、2400 ～ 2483.5 MHz、および

5725 ～ 5850MHz の帯域内での動作。

FCC 47CFR PT 15 SPTB － タイトル 47 CFR パート 15 サブパート B：意図

しない放射。

RSS 210 － 低電力ライセンス - 免除無線通信デバイス（すべての周波数帯

域） － カテゴリ I 装置

FCC 情報 / 情報 FDD

このデバイスは、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作には、次の

2 つの条件が適用されます。（1）このデバイスは、有害な干渉を引き起こす

ことはないし、（2）このデバイスは、誤作動を引き起こす可能性のある干渉

を含め、受信されたいかなる干渉も受け入れる必要があります。

無線送受信アンテナを変更したり、別のタイプのものと交換したりしないで
ください。

OPEX Corporation によって明示的に承認されていない変更または修正によ

り、装置を操作するユーザーの権限が無効になる場合があります。

IEC 61508：2010 パート 1-7

電気 / 電子 / プログラム可能な電子安全関連シス
テムの機能安全性 － 

パート 1：一般要件

パート 2：電気 / 電子 / プログラム可能な電子安
全関連システムの要件

パート 3：ソフトウェア要件

パート 4：定義と略語

パート 5：安全無欠性基準の決定方法の例

パート 6：IEC 61508-2 および IEC 61508-3 の
適用に関するガイドライン

パート 7：技術および対策の概要

2006/42/EC 装置指針
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モジュールは、装置許可の付与条件で指定された場合を除き、他のアンテナ
や送信機と共存させることはできないし、認定されたモジュールや認定され
た送信機と関連しないその他の電子機能には、追加の装置許可が必要な場合
があります。モジュールは、エンドユーザーがアクセス / 交換可能な方法で

マーケティングおよび販売してはいけません。ホスト製品は、送信機モ
ジュール部分に関連しないすべての適用可能な FCC 装置認可規制、要件、お

よび装置機能に準拠する必要があります。すべての送信機以外の機能の遵守
を保証するために、ホスト製造元は、設置され、完全に動作するモジュール
の規定順守を保証する責任があります。

操作者および装置の近くにいる人は、デバイスのアンテナから少なくとも 20 
cm（8 インチ）の距離を維持する必要があります。

FCC ID VDM2054710 Model 2054710

Cet appareil est conforme à la partie 15 des règles de la FCC.Son 
fonctionnement est soumis aux deux conditions suivantes:(1) ce dispositif ne 
doit pas causer d'interférences nuisibles, et (2) cet appareil doit accepter toute 
interférence reçue, y compris les interférences qui peuvent provoquer un 
fonctionnement indésirable.
Les antennes d'émission-réception sans fil ne doit pas être modifié ou 
remplacé par celui d'un autre type.
Les changements ou modifications non expressément approuvés par OPEX 
Corporation pourraient annuler l'autorité de l'utilisateur à utiliser l'équipement.

Module ne peut pas être co-localisé avec autre antenne ou émetteur, sauf 
comme indiqué dans l'état de la délivrance de l'autorisation de l'équipement; 
d'autres fonctions électroniques ne sont pas associés avec le module émetteur 
certifié ou certifié peuvent exiger une autorisation de matériel 
supplémentaire.Le module ne doit pas être commercialisé et vendu d'une 
manière qui doivent être l'utilisateur final accessible / remplaçable.Un produit 
d'accueil est tenu de se conformer à toutes les autorisations applicables FCC 
d'équipement règlements, des exigences et des fonctions de l'équipement ne 
sont pas associés avec la partie de module émetteur.Pour assurer la 
conformité avec toutes les fonctions non-émetteur le fabricant hôte est 
responsable d'assurer la conformité avec le module (s) installé et pleinement 
opérationnel.

Les utilisateurs et les personnes à proximité de l'équipement seront de 
maintenir un minimum de 20 cm (8 ") de la distance de séparation de l'antenne 
de l'appareil.
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カナダ産業省情報

RSS-Gen Issue 4 Section 8.3 によると：

この無線送信機 IC：7175A-2054710 は、最大許容ゲインが表示された以下に

リストされているアンテナタイプと共に動作するように、カナダ産業省の承
認を受けました。

このリストに含まれていないアンテナタイプは、そのタイプに指定された最
大ゲインよりも大きいゲインを持ち、このデバイスでの使用が厳しく禁じら
れています。

内蔵アンテナ：逆 F PCB（ゲイン：2.2 dBi）、または、

外部アンテナ：Digi-International A24-HASM-450（ゲイン 2.14 dBi）

RSS-Gen Issue 4 セクション 8.4 によると

このデバイスは、カナダ産業省のライセンス免除 RSS に準拠しています。操

作には、次の 2 つの条件が適用されます。

1. このデバイスが干渉を引き起す可能性はなく、かつ

2. このデバイスは、デバイスの誤作動を引き起こす可能性のある干渉を含

む、いかなる干渉も受け入れる必要があります。

Selon RSS-Gen Numéro 4 Section 8.4:
Cet appareil est conforme aux CNR exempts de licence d'Industrie 
Canada.Son fonctionnement est soumis aux deux conditions suivantes:

1. Ce dispositif ne peut causer des interférences; et

2. Ce dispositif doit accepter toute interférence, y compris les interférences 
qui peuvent causer un mauvais fonctionnement de l'appareil.

IC ：7175A-2054710 モデル 2048910
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 3.9. 装置のシリアル番号の位置

OPEX テクニカルサポートに連絡する前に、管理者は、補助 OPEX 技術者に

装置のシリアル番号（118 ページの図 3-16 を参照）および / または iBOT シ

リアル番号（119 ページの図 3-17 を参照）を提供できるように、装置上の

サービスタグを見つける必要があります。

連絡先については、2 ページを参照してください。

図 3-16: 装置のシリアル番号の位置

装置のシリアル番号はモニター近くの
インプットコンベヤの後壁にあります。

固有のシリアル番号が 
ここに記録されます。
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iBOT シリアル番号ラベルは、iBOT シャーシの前面と背面にあります（119
ページの図 3-17）。

図 3-17: iBOT シリアル番号位置

NOTICE

オプションの右側インプットモジュールで設計された装置シリアル番号の位
置を確認するには、チャプター A： 「オプションの右側 （200 サイド）誘

導」を参照してください。

背面

前面

iBOT の
前面中心

右側
（背面から

見た時） 
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（このページは意図的に空白になっています）
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 4.1. はじめに

Sure Sort™ システムのほとんどの機能は、オペレーターがコンベヤとプライマリ
タッチスクリーンモニターに簡単にアクセスできるオペレーターステーションか
らアクセスできます（図 4-1 を参照）。ホストコンピューターは、Sure Sort™
システムとオペレーターとのメインインターフェイスの画面を表示します。

図 4-1: オペレーターステーション － 左側誘導

注 : Sure Sort の主要コンポーネントの詳細については、96 ページを参照

してください。`

WARNING

この装置の操作、サービス、または問題を解決する前に、「チャプター2： 「安

全性」」のすべての安全上の注意事項と手順を読み、それに従ってください。

NOTICE

オプションの鏡像反転右側誘導は、コンポーネントの機能や装置の操作手順
には影響を与えません。

?????????

メインのタッチス
クリーンモニター

コンベヤ
ホストコンピュー
ター/UPS/オン・オ

フスイッチ
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 4.2. 電源のオン/オフ

装置の電源を入れる方法：

1. キャビネット内にある主電源切断スイッチの赤いハンドルがオンの位置にあ

ることを確認します（図 4-2 を参照）。33 ページの「LOTO － 装置のメンテ

ナンスと修理」で説明されているように、オフの位置にある場合は、電源を
入れる前に、装置で作業している人がいないかを確認してください。

図 4-2: 主電源切断スイッチハンドル － オン / オフの位置

2. UPSの前面にある電源ボタンを押します。ホストコンピューターはUPSで

起動する必要があります。そうでない場合は、ホストコンピューターの前
面にある電源ボタンを押します。

3. タッチスクリーンモニターを使用して、オペレーターステーションで

Windows にログインします。

装置の電源を切る方法：

1. ジョブを終了し、ログアウトするか、ホストソフトウェアを閉じます。

2. ホストコンピューターをシャットダウンします。

3. UPS の電源ボタンを押します。

4. 赤い主電源切断スイッチハンドルをオフの位置に切り替えます。

オフ位置オン位置
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 4.3. ホストソフトウェアへのログイン

Sure Sort™ ホストコンピューターは、システムの起動-ルーチンの一部とし

て、ホストソフトウェアと OPEX Induct ELC ソフトウェアを起動します。

誤ってホストや OPEX Induct ELC ソフトウェアを閉じてしまった場合、また

はホストや OPEX Induct ELC ソフトウェアが装置で起動していない場合は、

手動で起動できます。

ホストソフトウェアがまだ実行されていない場合は、デスクトップの Sure 
Sort™ アイコン（124 ページの図 4-3 を参照）をダブルクリックするか、ま

たはスタート > プログラム > OPEX > Sure Sort™をクリックして開きます。

図 4-3: Sure Sort デスクトップアイコン

Sure Sort ホストアプリケーションを起動すると、自動的にホストにログイン
し、デフォルトのジョブが選択されます。このようにすると、起動時に実行
画面（124 ページの図 4-4 を参照）に移動し、実行を管理することができま
す（実行画面の詳細については 128 ページを参照）。

図 4-4: 実行画面
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ホストソフトウェアがまだ実行されていない場合は、デスクトップの
OPEX InductElcアイコン（125 ページの図 4-5 を参照）をダブルクリック

するか、またはスタート > すべてのプログラム > OPEX > InductELC > 

OPEX InductElc をクリックして開きます。

図 4-5: OPEX Induct ELC アイコン

ホストと Induct ELC ソフトウェア間の切り替え方法：

Sure Sort を操作するには、ホストソフトウェアと OPEX Induct ELC ソフトウェ

アを開く必要があるため、このソフトウェアパッケージの重複が混乱を招くこと
があります。ソフトウェア画面が互いに隠れているか、最小化されているかにか
かわらず、ソフトウェア画面の一方を「見失う」可能性があります。

両方のソフトウェアパッケージが開いているときにソフトウェアパッケージ
を切り替える最も簡単な方法は、Alt+Tabキーを押すことです。画面下部の

タスクバーにあるアイコンをクリックして、そのソフトウェアを表示するこ
ともできます（125 ページの図 4-6 を参照）。

図 4-6: Sure Sort タスクバー

ホストソフトウェアが最小化されている場合は、復元ボタンをクリックしま
す（125 ページの図 4-7 を参照）。

図 4-7: ホストソフトウェア － 復元ボタン

クリックして、ホストソフトウェアウィンドウを開きます

クリックして、OPEX Induct ELCウィンド
ウを開きます

クリックして ホスト
ソフトウェアウィン
ドウを復元します
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 4.4. ホストソフトウェアのナビゲート

Sure Sort™ ホストソフトウェアは、システム制御を備えたメインインター

フェイスを提供します。ホストソフトウェアを使用して、ジョブを開始、実
行および停止します。

ホストソフトウェアインターフェイスのコンポーネントを以下に示し（図 4-8
を参照）、次のページで説明します。

図 4-8: ホストソフトウェアインターフェイス

メニュー
オプ

ション

メイン
ウィンド

ウ

メニュー
バー

タブバー
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メニューバー 垂直メニューバーは、メインシステム機能へのアクセスを提
供します。メニューバーからカテゴリを選択し、メインウィンドウやメ
ニューオプションバーから選択します。デフォルトのユーザーは、ログイン
中、設定と機能へのアクセス権限が制限されます。オペレーターは、次の機
能を利用できます。

• ヘルプメニュー

• 実行画面

• ユーティリティメニュー

• 診断メニュー

- イベントログ

- iBOT（デフォルトのオペレーターはメインの iBOT タブを使用できます

が、iBOT のファイルにはアクセスできません）。

• ログアウト / 終了

メニューオプション メニューオプションは、メニューバーの選択項目のサ
ブカテゴリを提供します。メニューオプションバーは、現在のメニューバー
の選択項目に基づいて変更されます。

タブバー 一部の画面には、画面を様々なカテゴリに分類するタブがありま
す。いろいろな設定にアクセスするには別のタブをクリックしてください。

メインウィンドウ メインウィンドウで、設定を表示し、調整し、選択します。
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 4.4.1. 実行画面の詳細

メニューバーの実行をクリックして、実行画面を開きます。

実行画面を使用して、次の操作を実行します。

• ジョブの開始および停止。

• 装置の実行中にジョブに関する重要なシステム情報を表示すること。

• ジャムに関する情報の表示。

• iBOT に関する情報の表示。

実行画面には、基本コントロール、基本ステータス領域、情報タブの 3 つの
主要コンポーネントがあります（図 4-9 参照）。
.

図 4-9: 実行画面コンポーネント

基本コント
ロール

基本ステー
タス

情報タブ

実行画面を終了し、ホストソフトウェア
インターフェイスに戻ります。

イベントログを表示します
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 4.4.1.1. 情報タブ

実行画面の右側にある情報タブには、実行中の装置とそのパフォーマンスに
関する情報が表示されます。デフォルトのユーザーは、ログイン中、設定と
機能へのアクセス権限が制限されます。情報タブセクションで利用できる機
能を次に示します。

 4.4.1.1.1. Overview（概要）タブ

Overview（概要）タブには、現在の実行に関する情報が表示されます（129
ページの図 4-10 を参照）。

図 4-10: Overview（概要）タブ

Run time
（実行時間）

物品の処理にかかった合計時間です。

Idle time
（アイドル時間）

オペレーターがジョブを実行せずに「実行」画面を
開いた状態で過ごした時間です。

Jam time
（ジャム時間）

システムがジャムのために停止された合計時間です。

Jam count（ジャムカ

ウント）

装置と関連したジャムや処理上の問題が原因で実行
が中断された場合を報告します。

Feed rate (average)
（供給率（平均））

1 時間あたりにシステムに供給される物品の総数です。

Feed rate(60 sec Burst)
（供給率（60 秒バース

ト））

最後の 60 秒間の供給率です。
操作 129
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



注 : 表示される他のフィールドは、Sure Sort には関係ありません。

 4.4.1.1.2. Jams（ジャム）タブ

現在の実行中に発生したジャムの一覧を表示します（130 ページの図 4-11 を

参照）。

図 4-11: Jams（ジャム）タブ

Pieces input
（ピースインプット）

システムに供給された物品の総数です。リジェクト
されたピース + 配送されたピース＝インプットされ
たピース

Pieces delivered
（配送されたピース）

正常に容器に配送された物品の数です。

Pieces rejected
（リジェクトされた
ピース）

リジェクトされた物品の数です。

Jam time
（ジャム時間）

システムがジャムのために停止された合計時間です。

Jam count
（ジャムカウント）

装置と関連したジャムや処理上の問題が原因で実行が中
断された場合を報告します。
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 4.4.1.2. iBOTs タブ

iBOTs タブには、アクティブな各 iBOT に関する情報が表示されます（131
ページの図 4-12 を参照）。このタブには、電力レベル、宛先容器、モーター

温度、およびシステムのグラフィッククディスプレイなど、各 iBOT のス

テータスレポートが含まれています。次の例は、装置がアイドル状態の場合、
iBOT がフロント列に駐車されていることを示します。

図 4-12: iBOTs タブ

ディスプレイに表示される内容は次の通りです。

iBOT タブの下部にあるグラフィックディスプレイは、実行中のいつでも、シ
ステム内の各アクティブな iBOT が正確にどこにあるかを示します。右端に
ある緑色の列は、ローディング列を示します。

各 iBOT の色は、現在のステータスを示します（131 ページの図 4-13 を参照）。

図 4-13: グラフィックディスプレイに使用される iBOT の色

iBOT の上にある白い長方形は、iBOT が物品を運んでいることを示します。

（黄色）iBOTに注意が必要です（充電量が少ない）
（緑色）iBOTは十分に充電されている

（赤色）iBOTがジャム状態です
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注 : ディスプレイの iBOT をクリックすると、トップウィンドウにステー

タス情報が表示されます。

 4.4.2. ジャムの解消およびその他の警告

時には避けられないジャムが起こることがあります。「ジャム」とは、装置が
停止する原因となるすべての発生を指します。必ずしも物品が装置内で物理
的に詰まっているためではありません。ジャムは、iBOT の紛失を意味するこ

ともあります。

このセクションでは、装置の実行時に時々発生する可能性のある、容易に解
消できる一般的なジャムの多くについて簡単に説明します。 

NOTICE

iBOT が装置に挟まれて（または使用できなくなって）取り除く必要がある
場合、監督者に通知するか、有資格の管理者や OPEX 技術者にお問い合わ
せください。
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ジャムが発生すると、実行画面にジャムの発生場所が通知されます ( 図 4-14
を参照 )。

図 4-14: 実行画面のジャム通知の例

More Info...（詳細情報 ...）ボタン（133 ページの図 4-15 を参照）を押して、

ジャムの詳細な説明と、ジャムを解消するためにできることを確認します。
有資格の管理者がジャムを解消し、実行画面で START（起動）を押して続行し

ます。

図 4-15: More Info...（詳細情報 ...）ボタン
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 4.4.2.1. ロード失敗ジャム

物品が指定された時間内に iBOT に届かない場合、システムはロード失敗

ジャムを呼び出します。このジャムは、物品が遅れたり、何らかの理由で
待っている iBOT に届かなかった場合に発生する可能性があります。

 4.4.2.2. 欠落 / センサー遮断ジャム

システムは、また、物品が指定された時間に、指定された場所に届かない場
合、ジャムによりも停止されます。たとえば、物品は一定の時間内にイメー
ジングコンベヤに届く必要があります。そうしないと、システムは何か不具
合があると仮定し、装置は停止されます（134 ページの図 4-16 を参照）。

図 4-16: センサー遮断ジャム

注 : 欠落されたセンサージャムのもう 1 つの一般的な例は、iBOT が物品を

容器に配送し、物品が途中で外れて iBOT の出口センサーを通らなかったと

きに発生します。

 4.4.2.3. ファン故障ジャム

ファンは、各 iBOT のトラックモーターの温度を調整するのに使用されます。
ファンに障害が発生すると、過熱によるモーターの損傷を防ぐためにシステ
ムが停止されます（134 ページの図 4-17 を参照）。

図 4-17: ファン故障ジャム
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 4.4.2.4. モーター温度最高限度超過ジャム

サーミスタが、各 iBOT のトラックモーターの温度を監視するのに使用され
ています。モーターの温度が最高作動温度を超えると、モーターの損傷を防
ぐために装置は停止します（135 ページの図 4-18 を参照）。

図 4-18: モーター温度が最高限度超過

 4.4.2.5. iBOT が物品を配達できない

iBOT が物品を容器に配送できない場合があります。たとえば iBOT は、何らか

の理由で、所定の場所にない物品を容器に配送しようとする場合があります 
（135 ページの図 4-19 を参照）。

図 4-19: 容器の欠落
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物品をアンロードする前に、iBOT のセンサーは容器の存在を検出し、容器が
所定の位置にない場合は、実行画面は注意の必要な容器を警告し、iBOT はア
クションが実行されるのを待ちます 

（136 ページの図 4-20 を参照）。 

図 4-20: iBOT が容器を待機中

装置は作動し続け、他の iBOT は物品を配達します。

iBOT は、容器が交換されたことを検出し、物品を配達します。Cancel 
Dlvry（配送のキャンセル）をクリックすることもできます。そうすると、
iBOT はロード列に戻り、物品をリジェクトします。

 4.4.2.6. iBOT が物品のアンロードに失敗しました

iBOT が物品をアンロードできない場合があります。たとえば、iBOT は、す

でに物品が入っている容器に物品を配送しようとする場合があります。物品
がアンロードされている間、容器にある他の物品と衝突します。これにより、
物品がスタックします（136 ページの図 4-21 を参照）。 

図 4-21: 物品が、容器にある他の物品と衝突

この時点で、実行画面は注意の必要な容器に対して警告し、装置が一時停止
し、管理者が物品を容器に移動する時間が与えられます（136 ページの図 4-
22 を参照）。

図 4-22: iBOT が物品のアンロードに失敗

警告情報
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 4.4.2.7. 高さ超過物品が検出された場合の警告

高さ超過検出器は、装置に対して高すぎる物品を発見するのに使用されます。
このシステムは、約 4 インチより高い物品が検出されると、コンベヤを停止
するように設計されています（137 ページの図 4-23 を参照）。

図 4-23: 高さ超過物品が検出された場合の警告

142 ページの図 4-29 で定義されているように、物品が指定された制限を超え
ていない場合にのみ、物品を回転させ、4 インチより少し低くして、実行を
再開させることができます（137 ページの図 4-24 を参照）。

図 4-24: 高さが高すぎる物品の回転

高さ超過検知器高さ超過検知器

4インチ
（10.16 cm）

より高い

4インチ
（10.16 cm）

より低い
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138 操作

 4.4.3. 製品関連のジャム

その他の原因として考えられるジャムを次の図に示します。

柔らかいプラスチック包装のかさばる物品は、iBOT から落ちて、通路の床に
落ちる可能性があります（138 ページの図 4-25 を参照）。iBOT は最終的に衝
突し、ジャムを引き起こします。

図 4-25: 装置に落下する製品

NOTICE

すべての製品関連のジャムについては、問題を解決するために管理者や
OPEX 技術者に問い合わせる必要があります。
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以下に示すジャムは、球形や円筒形の物品を図のようにコンベヤに配置する
と、発生する可能性があります（139 ページの図 4-26 を参照）。物品はコン

ベヤ上で反対方向に転がる傾向があり、遅れを引き起こします。物品が最初
のコンベヤセンサーをトリガーすると、タイマーが開始されます。タイマー
が切れる前に物品が iBOT に到達しないと、トラックは停止し、ロード失敗

ジャムメッセージが表示されます。

図 4-26: ロード失敗ジャム

物品がセンサーをトリガーし
てタイマーが起動するが、物

品は反対方向に転がる

ロード失敗ジャムの
メッセージが表示さ

れる

タイマーが切れるまでに
物品がiBOTに到達せず、

トラックが停止する

物品が転がり続けてリジェクト容器に入る
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 4.5. 装置の起動およびジョブの実行

 4.5.1. 装置の起動

装置の起動方法：

1. OPEXホストの実行画面で、START（起動）をクリックします（140ページの

図4-27を参照）。この時点で、コンベヤが起動し始め、iBOTが循環しま

す。物品を容器に配送する準備として、コンベヤは充電を維持します。

図 4-27: OPEX ホストの実行画面

CAUTION

Sure Sort™ の可動部分は、異物によって詰まったり損傷したりする可能性
があります。次のステップで START（起動）をクリックする前に、コンベヤ
と iBOT のロードエリアが空いていることを確認してください。
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2. 実行中にプロセスを表示するには、OPEXInduct ELC ソフトウェアを使用

します。 

3. システムが最初の物品の入力準備ができると、ELC ソフトウェアインター

フェイスに「Ready」（準備完了）という単語が表示されます（141 ペー

ジの図 4-28 を参照）。

図 4-28: OPEX Induct ELC 画面

 4.5.2. 装置への物品の供給

WARNING

コンベヤに物品を置くときは、ゆったりとした衣服や、髪の毛、装身具をコ
ンベヤに近づけないでください。
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装置に物品を供給する方法：

1. 指定された制限を超えていないことを確認してください（142ページの図

4-29を参照）。

図 4-29: 仕様の制限

2. ペーシングコンベヤベルトに物品を置きます。ベルトに過負荷をかけない

でください。物品は、互いに約 3 インチ（8cm）ほど離して配置する必要

があります（142 ページの図 4-30 を参照）。

図 4-30: コンベヤの「ドロップゾーン」

最大幅12イ

最小幅2インチ
(5.08 cm)

最大長さ15インチ
(38.1 cm)

最小長さ2インチ
(5.08 cm)

最大高さ4インチ
(10.16 cm)

最小高さ0.007
インチ

(0.018 cm)最大重量5ポンド
(2.27 kg)

隙間

最良の結果を得るには、この領域に物品を配置します。
物品間の最小間隔は3インチ（8cm）です。

ベルトの最初の隙間を超えたところ
に物品を置かないでください。
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3. 各物品がスキャンされ、バーコードが取得されます。バーコードの読み取

りに成功すると、「Good Read」（正常な読み取り）が表示されます（143
ページの図 4-31 を参照）。

図 4-31: OPEX Induct ELC － 正常な読み取り
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4. 物品がスキャンされると、Induct ELC はそのピースの容器割り当てを受け

取り、ソフトウェアは iBOT に配送容器の宛先（144 ページの図 4-32）を

通知します。

図 4-32: 容器宛先スキャン物品

5. イメージングコンベヤベルトが、物品を待機中の iBOT に運びます 
（144 ページの図 4-33 を参照）。

図 4-33: イメージングコンベヤベルトが物品を iBOT に配送
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6. iBOT は物品を目的地に運び、物品を容器にリリースし、ロード列に戻り

ます。

7. 次の物品をペーシングコンベヤベルトに置き、プロセスを繰り返します。

注 : 次の物品を配置するために iBOT が戻ってくるまで待つ必要はありま

せん。製品を配送する iBOT が十分だと仮定して、ベルトに物品を載せ続け

ることができます。

バーコードを読み取ることができなかった場合、iBOT は物品を指定された読
み取り禁止の容器（またはオプションのリターンコンベヤ）に送ります。
OPEX Induct ELC 画面に「No Read」（読み取り不可）と表示されます（145
ページの図 4-34 を参照）。オペレーターは、オプションのハンドスキャナー、
またはシングルスキャンカメラを使用してバーコードをシステムに入力し、
物品を装置を介して送り返すことができます（詳細については 146 ページの

「物品の手動スキャン」を参照）。

図 4-34: OPEX Induct ELC 画面 － 読み取り不可
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 4.5.3. 物品の手動スキャン

オプションのシングルスキャンカメラとハンドスキャナーを使用して、オペ
レーターが物品を手動でスキャンできます。手動でスキャンしたバーコード
が正しい物品と正しくペアリングされていることを確認するには、次の手順
に従います。

物品を手動でスキャンする方法 :

1. 使用しているスキャナーに応じて、シングルスキャンカメラやハンドス

キャナーをチェックして、リーダーライトがアクティブになっていること
を確認します。

2. OPEX Induct ELC の画面を確認してください。画面は黒色で、「Ready」
（準備完了）と表示されます（146 ページの図 4-35 を参照）。

図 4-35: 物品をスキャンする準備が完了

3. シングルスキャンカメラを使用している場合、バーコードをカメラの真下に

向けて物品を持ちます（146 ページの図 4-36 を参照）。ハンドスキャナーを

使用している場合は、スキャナーライトをバーコードの中央に向けます。

図 4-36: バーコードのスキャン

シングルスキャンカメラ

バーコード
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4. OPEX Induct ELC の画面を確認してください。読み取りに成功すると、緑色

になり、「INDUCT」（誘導）と表示されます（147 ページの図 4-37 を参照）。

図 4-37: OPEX Induct ELC 画面 － 読み取り成功

NOTICE

必要に応じて、スキャナーライトをバーコードに対して上下に動かして、読
み取りやすくする必要があります。
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5. 物品を下図のようにコンベヤ上に載せます（148 ページの図 4-38 を参照）。

図 4-38: コンベヤの「ドロップゾーン」

注 : 142 ページの図 4-29 で定義されているように、物品の指定された制限

を超えないようにしてください。

6. バーコードペアリングエラーの可能性を最小限に抑えるには、スキャンし

た物品が iBOT に表示されるまで待ってから、新しい物品をスキャンする

ことをお勧めします （148 ページの図 4-39 を参照）。

図 4-39: iBOT 上のスキャン済み物品

隙間
最良の結果を得るには、この領域に物

品を配置します。
ベルトの最初の隙間を超えたところに

物品を置かないでください。
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手動スキャンをキャンセルする方法：

バーコードが誤ってスキャンされた場合は、OPEX Induct ELC画面で

「Cancel」（キャンセル）を押して手動スキャンをキャンセルできます

（149ページの図4-40を参照）。

図 4-40: 手動スキャンのキャンセル
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 4.6. 装置の停止とジョブの終了

装置の停止方法：

1. 終了したら、OPEXホスト画面でSTOP（停止）をクリックします（150ペー

ジの図4-41を参照）。これにより、コンベヤが停止され、iBOTがホーム

になります。

図 4-41: OPEX ホスト実行画面 － STOP（停止）ボタン

2. 実行画面を終了するには、Exit（終了）をクリックします（150 ページの

図 4-42 を参照）。

図 4-42: OPEX ホストの実行画面 － 終了
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3. ホストソフトウェアインターフェイスウィンドウが表示されます（151
ページの図 4-43 を参照）。

図 4-43: ホストソフトウェアインターフェイスウィンドウ
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（このページは意図的に空白になっています）
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 5.1. はじめに

Sure Sort™ 統計は、システムで実行されるジョブに関する情報を提供します。

 5.2. レポートの作成

Induct ELC 画面で、Counts（カウント）タブをクリックします（154 ページ
の図 5-1 を参照）。

図 5-1: Induct ELC画面 － Counts（カウント）タブ

Counts（カウント）タブには、次のフィールドの数量と割合が表示されます。

• Overview（概要） － このセクションは以下を示します。

- Input（インプット） － システムで実行される物品の総数

- Sorted（ソート済み） － 正常にソートされた物品の総数

- Outsorts（アウトソート） － カスタマーバックエンドが、物品をソー

トせずに別の場所に移動するように指示したもの

- Rejects（リジェクト） － システムリジェクトの総数
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• Barcode Readers（バーコードリーダー）：

- Auto Read Attempts（自動読み取り試行） － 読み取られたバーコード

の総数

- Auto Good Reads（自動正常読み取り） － 正常に読み取られたバー

コードの総数

- Auto Bad Reads（自動不良読み取り） － 不良バーコード読み取りの総数

- Manual Reads（手動読み取り） － 手動バーコード読み取りの総数

• Outsorts（アウトソート） － カスタマーバックエンドが、物品をソートせ

ずに別の場所に移動するように指示したもの

• Rejects（リジェクト）：

- ELC Rejects（ELC リジェクト） － カスタマーバックエンドが容器に送

信する準備ができていない（最も一般的）

- Sorter Rejects（ソーターリジェクト） － ホストの問題 － 例：容器の

位置が不明、バーコードスキャンのタイムアウト、未読ピース、隙間
が小さい、iBOT 使用不可

 5.2.1. 時間範囲の設定

統計レポートに使用する Time Range（時間範囲）（155 ページの図 5-2 を参
照）を選択します。下向き矢印をクリックして、使用可能なオプションから
選択します。Current Run（現在の実行）、Today（今日）、Yesterday（昨
日）、This Week（今週）、Last Week（先週）.

図 5-2: Counts（カウント）タブ － Time Range（時間範囲）

Counts（カウント）ウィンドウの下部にある Export（エクスポート）ボタン
をクリックして、現在のレポートの .csv ファイルをハードドライブに保存し
ます。.csv ファイルはデフォルトのディレクトリ C:/OPEX/Export/Induct ELC に
保存されます。
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 5.3. リジェクトとジャムの定義

 5.3.1. リジェクト

リジェクトコードは、追跡のために内部 ELC ピースデータベースに送信され、
RPM に送信されます。これらのコードは WMS バックエンドに送信されません。

ELC 画面からエクスポートする .csv ファイルは、レポートで選択した時間範
囲内に発生したリジェクトのみを表示します。以下に、可能性のあるすべて
のリジェクトのリストを示します。

 5.3.1.1. ELCリジェクト

リジェクトメッセージ 説明

Barcode Scanner 
Timeout（バーコード
スキャナーのタイムア
ウト）

ELC がバーコードプラグインからのバーコードの
読み取りを期待しているが、間に合わない場合。

Multiple Pieces 
Triggered

（複数のピースがトリ
ガーされた）

ピースが互いに近すぎて、それらが画像センサーを
横切る場合。ELC はバーコードを正しいピースに
正確にペアリングできないため、両方をリジェクト
します。ホストの「Gap Too Small」（隙間が小さす
ぎる）リジェクト理由と重複するため、あまり頻繁
にトリガーされることはありませんが、付加的な保
証として残っています。

Unexpected Piece
（予期しないピース）

ELC は、誘導されるピースが予想された順序で状
態を通過することを期待しています。通常、タイミ
ングの問題が原因でピースが故障した状態になる
と、ELC はこのコードによりリジェクトします。

No Read
（読み取りなし）

ELC がバーコードスキャナープラグインから空白
の読み取りを受け取りました。

Not Found
（見つからない）

ELC が受信したバーコードが WMS バックエンド
データベースで見つからなかったか、バックエンド
が ELC のバーコード要求に応答して空白の宛先を
返しました。
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Back-End Not 
Connected（バックエ
ンドが接続されていな
い）

WMS バックエンドが ELC に接続されていません。
バックエンドが接続されていない間に誘導された
ピースは、この理由でリジェクトされます。

Back-End Requested 
Reject（バックエンド
がリジェクトを要求し
た）

WMS バックエンドが、ELC に誘導されたピースを
リジェクトするよう要求しました。

Back-End Timeout
（バックエンドのタイ
ムアウト）

WMS バックエンドが、割り当てられた時間内に
ELC の宛先要求に応答しませんでした。ELC は位
置を受け取っていないため、そのピースをリジェク
トします。

Sorter Reject
（ソーターリジェクト）

これは、ピースデータベース、およびホストと
ELC の間で使用されます。ピースデータベースで
ピースを参照する場合、リジェクト理由（ホストか
ら発生している場合）は ELC リジェクトカラムで
「9」になり、ホストリジェクトコードは何であって
も構いません。ELC はこれを使用して、ホストリ
ジェクトのカウントを増やします（ホストリジェク
トと ELC リジェクトは別々にカウントされます）。

Invalid Destination 
Bin（無効な宛先の容
器）

WMS バックエンドが、設定された容器マップでは
有効ではない宛先を ELC に指定しました。

Barcode Not Paired
（バーコードがペアリ
ングされていない）

ELC によって WMS バックエンドに送信されたバー
コードが、ピースとペアリングできませんでした。

Piece Lost
（ピース喪失）

ピースが装置内で失われました。これは、iBOT が
ピースなしで宛先に到達したことが最も一般的で
す。別の状況としては、オペレーターが装置に未配
送のピースが残っている間にホスト実行画面を離れ
た場合が考えられます。実行画面を離れると、ホス
トと ELC の間の接続が閉じられるため、ELC は
ピースを追跡できなくなり、ホストの「Abandoned 
at End of Job」（ジョブ終了時に放棄）というリ
ジェクト理由を取得できない場合があります。

リジェクトメッセージ 説明
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 5.3.1.2. ホストのリジェクト

Waiting for 
Destination at End of 
Run（実行終了時の宛
先待機）

実行が終了したとき、ピースが宛先を待っていまし
た。ピースはリジェクトされ、ELC はリジェクト
理由を「Waiting for Destination at End of Run」（実
行終了時の宛先待機）としてリストします。

リジェクトメッセージ 説明

リジェクトメッセージ 説明

Jamsort
（ジャムソート）

ジャム状態の後、ピースがリジェクトされました。
この理由でジャムがリジェクトされた後、システ
ムが再起動したときに、画像センサーを通過する
ピースです。                          

Length Too Long
（長さが長すぎる）

誘導されるピースが、最大許容長さを超えていま
した。iBOTには長すぎた可能性があります。                          

Gap Too Small
（隙間が小さすぎる）

イメージセンサーを通過するときに、誘導されて
いるピースが互いに近すぎます。コントローラー
は、コンベヤを停止してそれらを 2 つの異なる
iBOT に分離し、それらをリジェクトすることはで
きません。

No iBOTs Available
（使用可能な iBOT なし）

誘導されているピースを取得するために利用可能な
iBOT がありません。これは、システムに十分な
iBOT がない場合に発生します。ロードポイントの
iBOT にはピースがあり、その下に iBOT はありませ
ん。もう 1 つのピースがイメージセンサーを通過す
ると、同じ iBOT に複数の物品がロードされないよ
うに、iBOT 上のピースがリジェクト容器に送られ
ます。iBOT は、他の iBOT がその下に配置されない
限り、ロード位置から離れることはできません。

Host to Controller 
Response Missing

（ホストからコントロー
ラーへの応答がない）

ホストが、リアルタイムコントローラーと通信で
きません。コントローラーは、装置内のすべての
iBOT の位置を維持するソフトウェアです。ホスト
が通信できないため、このピースはリジェクトさ
れます。
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Unknown Bin Location
（容器の位置が不明）

構成された容器マップで無効な宛先容器がピース
に指定されました。

Unknown Reason
（不明な理由）

ホストはピースをリジェクトしましたが、リジェ
クト理由を割り当てませんでした。

Abandoned at End of 
Job（ジョブ終了時に
放棄）

装置が故障した状態であり、未配送のピースがま
だ装置に残っている間に、オペレーターがジョブ
を終了します（「End Job」（ジョブの終了）を押し
て実行画面を離れます）。システムが再起動される
とき、実行画面を離れると関連するピースから宛
先の位置が消去されるため、未配送の物品はこの
リジェクト理由でリジェクト容器に送信されます。             

ELC Requested Reject
（ELC 要求リジェクト）

これは、ピースデータベース、およびホストと
ELC の間で使用されます。ピースデータベースで
ピースを参照する場合、リジェクト理由（ELC で
発生した場合）は、ホストリジェクト列で「24」
になり、ELC リジェクトコードは何であっても構
いません。ホストはこれを使用して、ELC リジェ
クトのカウントを増やします（ホストリジェクト
と ELC リジェクトは別々にカウントされます）。

ELC Timeout
（ELC タイムアウト）

ホストが、割り当てられた時間フレーム内に ELC
から宛先データを受信しませんでした。                             

ELC Insufficient 
Return Data（不十分な
ELC リターンデータ）

ELC は、誘導されたピースの宛先を決定するため
にホストが待っているデータを提供しませんでし
た。これは決して起こらないはずです。

Invalid Destination
（無効な宛先）

このコードは、Sure Sort XL 装置でのみ使用され
ます。ピースに割り当てられた宛先は、構成され
た容器マップ内の有効な位置ではありません。

Item Flushed
（物品のフラッシュ）

このコードは、Sure Sort XL 装置でのみ使用され
ます。トラッキングポイントを超えたピースがあ
る状態でインプットコンベヤが再起動すると、物
品はフラッシュされてリジェクトされます。

Failed to Unload at 
Return Conveyor（リ
ターンコンベヤでアン
ロードに失敗）

このコードは、Sure Sort XL 装置でのみ使用され
ます。iBOT は、リターンコンベヤにピースを降ろ
すことができませんでした。その後、そのピース
はリジェクト容器に送られます。

リジェクトメッセージ 説明
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 5.3.2. ジャム

.csv ファイルは、レポートで選択した時間範囲内に発生したジャムのみを表
示します。以下に、可能性のあるすべてのジャムのリストを示します。

ジャムメッセージ 説明

Charging rail 
sensor(s) blocked

（充電レールセンサー
がブロックされてい
る）

装置の各充電レール（メインドアのものを除く）の
裏には、レールが拡張しているか収縮しているかを
検出するセンサーが付いています。リアルタイムコ
ントローラーは、拡張センサーや収縮センサーがブ
ロックされているべきではないときにブロックされ
ている場合、ジャムを呼び出します。拡張センサー
は、装置が遊休中または停止中であり、iBOT が駐
車されている場合にブロックされます。装置が動作
しており、iBOT がカラムを通って移動していると
きは、収縮状態になります。

Critically low iBOT 
power（iBOT 電力が

非常に低い）

コンベヤを回転させて充電レールに戻るのに十分な
電力がないため、iBOT の電力レベルが低すぎて
ピースを配送できないことをリアルタイムコント
ローラーが検出した場合に発生します。

Critical Message 
Failure（重大なメッ

セージの失敗）

iBOT が重大なメッセージを受信したという確認を、
リアルタイムコントローラーが受信しなかった場合
に発生します。これは、iBOT がロードポイントに
近づいているときに発生します。

ELC Communication 
Error（ELC 通信エ

ラー）

ホストアプリケーションが外部リンクコンポーネン
ト（ELC）との通信が切れるときに発生します。

ELC との通信が切れると、ホストアプリケーション
や ELC によって 1 つ以上の重大なメッセージが失
われ、システム内の部品に関するデータが競合する
可能性があります。したがって、ELC との通信が再
開できたとしても、ジョブを続行することはできま
せん。システム内にあるが、まだ納品されていない
ピースの正しい配置を決定する必要があります。

ELC Requested Jam
（ELC 要求ジャム）

ホストアプリケーションに接続されている外部リン
クコンポーネント（ELC）に深刻なエラーが発生し
て、回復できず、その状態で実行を続行できず、装
置にジャムを要求したときに発生します。
160 統計

Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）
OPEX コーポレーション



Pacing Sensor 
Blocked or Imager 
Entry Sensor 
Blocked（ペーシング

センサーのブロック、
またはイメージャーエ
ントリセンサーのブ
ロック）

実行の開始時にこれらのセンサーのいずれかがブ
ロックされているか、長期間ブロックされたままに
なっている場合に発生します。

Front Safety 
Controller not Reset

（前面安全コントロー
ラーがリセットされて
いない）

システムには、前面アクセスドアに取り付けられた
リセットボタンを押さないと、システムが作動しな
いようにする安全インターロックがあります。安全
な状態でドアを開くたびに、リセットボタンを押す
必要があります。リセットボタンは、ドアが閉じ、
安全システムにおいてエラーが感知されなくなるま
で、アクティブになりません。 

Host - Controller 
Communication 
Failure（ホストとコ

ントローラーとの通信
失敗）

ホストアプリケーションとリアルタイムコントロー
ラー間の通信が停止したときに発生します。

iBOT Below Minimum 
Charge（iBOT が最低

充電量を下回る） 

iBOT が充電レールから離れるのに推奨される最低
充電量を持っていない場合に発生します。充電レー
ルを離れるときに、iBOT の電力レベルがチェック
されます。iBOT の充電量が定義された期間の最小
しきい値を下回っていると判断された場合、ジャム
が呼び出されます。

iBOT Jammed or 
iBOT Collision Jam

（iBOT ジャムまたは

iBOT 衝突ジャム）

何かが iBOT の経路を妨害しているように見えると
きに、発生します。衝突ジャムとストールジャムの
違いは、iBOT が予想外の速度の急激な低下を感知
すると衝突ジャムが呼び出され、iBOT が一定期間
にわたって予想の最小距離を移動しないとストール
ジャムが呼び出される、という点です。

ジャムメッセージ 説明
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iBOT Conveyor Stall
（iBOT コンベヤストー

ル）

iBOT がコンベヤ内のいかなる動きも感知できない
場合、コンベヤが予想の速度で移動できない場合、
またはコンベヤが製品をロードせずに自転している
場合に発生します。

iBOT Missed Index
（iBOT が指標を見逃し

た）

図の矢印で示されているように、ローディング位置
のすぐ下のローディング列に指標マークがありま
す。iBOT はこのマークを認識し、ローディング列
を通過するたびに位置を同期させるために使用しま
す。iBOT が指標マークを表示する予定の位置を超
えても表示されない場合は、このジャムを通知しま
す。

iBOT Not Above 
Index（iBOT が指標を

超過しない）

iBOT が指標マークの上を通過しなかったり、また
はリアルタイムコントローラーが予想時間内に
iBOT が指標マークの上を通過したという確認を受
けなかった場合に発生します。

iBOT Out of Control 
Detected（コントロー

ル外の iBOT が検出さ

れた）

iBOT を制御しようとしたにもかかわらず、iBOT が
制御不能速度制限に達した場合に発生します。この
ような場合、iBOT のパーキングブレーキを利用し
て速度を制御します。

iBOT Over-Voltage 
Detected（iBOT の過

電圧が検出された）

最大制限を超える電圧まで充電されたことを iBOT
が検出した場合に発生します。 

iBOT Reset Detected
（iBOT リセットが検出

された）

iBOT が自分自身をリセットしたことをリアルタイ
ムコントローラーが検出したときに発生します。こ
れは、iBOT の予期しない電源の再投入が原因であ
る可能性があります。

iBOT Stall Jam（iBOT
ストールジャム）

iBOT が設定された期間にわたって予想の最小距離
を移動しない場合に発生します。これは、iBOT の
前進を妨げるもの、iBOT の車軸に引っ掛かったも
の、iBOT に置かれている重量過剰の物品、または
iBOT の背後に引きずられているものが原因である
可能性があります。 

ジャムメッセージ 説明
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Inactivity Stoppage
（非アクティブ停止）

一定期間使用しないと、装置が自動的に停止するよ
うに構成できます。非アクティブ停止は、外部リン
クコンポーネント（ELC）によって開始されます。
非アクティブ期間の後に停止することが望ましくな
い場合、または別の非アクティブ期間による停止が
必要な場合は、「Inactivity Timeout」（非アクティブ
タイムアウト）のオプションを使用して、「Sorter」

（ソーター）見出しの下にある ELC 設定でオプショ
ンを変更または無効にすることができます。

Incompatible iBOTs 
Detected（互換性のな

い iBOT が検出された）

リアルタイムコントローラーが、コントローラーと
互換性のない iBOT をシステム内に検出しました。
これは、コントローラーソフトウェアがアップグ
レードされ、iBOT のアップグレードが必要な場合
に iBOT がアップグレードされていない場合に発生
する可能性があります。ソフトウェアのバージョン
がコントローラーの最小設定値を下回ると、このエ
ラーが発生し、手動でアップグレードするには
iBOT を除去する必要があります。

Input Section E-Stop 
Pressed（インプット

セクション緊急停止が
押された）

インプットセクションの緊急停止（E-Stop）スイッ
チ（写真に示す）を押した場合に発生します。緊急
停止スイッチを使用すると、負傷者が発生する可能
性のある緊急事態時に、装置内のすべてのモーター
を迅速に停止することができます。 

Load Failure Jam
（ロード失敗ジャム）

ロード位置で iBOT にピースが正しくロードされて
いない場合に発生します。

Mechanical Over-
height Sensor 
Blocked（機械式高さ

センサーがブロックさ
れている）

機械式高さセンサーは、装置のインプットセクショ
ンに設置され、コンベヤを流れる部品がシステムの
最大高さ制限を超えているかどうかを検出します。
システムの起動時に機械的なロックが解除される
と、ジャムが発生します。

No iBOTs Detected（検

出された iBOT なし）
リアルタイムコントローラーがシステムで iBOT を
検出できない場合に発生します。

ジャムメッセージ 説明
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Optical Over-height 
Sensor Blocked（光

学式高さセンサーがブ
ロックされている） 

光学式高さセンサーは、装置のインプットセクショ
ンに設置され、コンベヤを流れる部品がシステムの
最大高さ制限を超えているかどうかを検出します。
システムの起動時にセンサーがブロックされると、
ジャムが発生します。

Rear Safety 
Controller not Reset

（背面安全コントロー
ラーがリセットされて
いない）

システムには、システムの背面アクセスドアに取り
付けられたリセットボタンを押さないと、システム
が作動しないようにする安全インターロックがあり
ます。安全な状態でドアを開くたびに、リセットボ
タンを押す必要があります。リセットボタンは、ド
アが閉まるまでアクティブになりません。

Return Conveyor E-
Stop Pressed（リ

ターンコンベヤ緊急停
止が押された）

電動リターンコンベヤの緊急停止（E-Stop）スイッ
チが押された場合に発生します。

Safety Controller not 
Ready（安全コント

ローラーが用意されて
いない）

システムには、コントローラーが準備完了状態でな
い場合はシステムが実行しないようにする安全イン
ターロックがあります。システムを実行するには、
緊急停止やドアインターロックを含むすべての安全
機能をリセットする必要があります。

Software Error or 
Software Problems 
Detected（ソフトウェ

アエラーまたはソフト
ウェアの問題が検出さ
れた）

ソフトウェアで予期しない状況が発生した場合に発
生します。

Stacker Door is Open
（スタッカードアが開
いている）

システムには、システムのアクセスドアのいずれか
が開いている場合、システムが実行しないようにす
る安全インターロックがあります。このような停止
が発生するのに、ドアが完全に開いている必要はあ
りません。短時間でもインターロックが外れると、
システムが停止され、すべてのインターロックが満
たされた後にリセットが必要になります。

ジャムメッセージ 説明
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Stacker Rear Door is 
Open（スタッカー背

面ドアが開いている）

システムには、システムの背面にあるアクセスドア
が開いている場合、システムを実行できないように
する安全インターロックがあります。

Stacker Section 100-
Side E-Stop Pressed

（スタッカーセクショ
ン 100 サイド緊急停止

が押された）

装置の 100 サイドにある緊急停止（E-Stop）スイ
ッチの 1 つが押された場合に発生します。

Stacker Section 200-
Side E-Stop Pressed

（スタッカーセクショ
ン 200 サイド緊急停止

が押された）

装置の 200 サイドにある緊急停止（E-Stop）スイ
ッチの 1 つが押された場合に発生します。

Unexpected Delivery
（予期しない配送）

配送前に通過することになっているすべてのチェ
ックとプロセスを通過せずに、部品が容器に配送さ
れたときに発生します。これは、iBOT の適切なセ
ンサーを通らなかったか、iBOT がリアルタイムコ
ントローラーに正しいメッセージを伝えていないた
めかも知れません。

Unknown Jam or 
Unknown Reason 
Jam（不明なジャムま

たは原因不明のジャ
ム）

ホストが知らないないジャムをリアルタイムコント
ローラーが通知すると、原因不明のジャムが発生し
ます。たとえば、コントローラーソフトウェアが
アップグレードされているのにホストソフトウェア
はアップグレードされていない場合に、この問題が
発生する可能性があります。

Unload Sensor 
Blocked Jam（アン

ロードセンサーブロッ
クジャム） 

搬送しているピースの宛先容器に iBOT があるが、
容器に納品できない場合に発生します。

Wireless COM Failure
（ワイヤレス COM の

失敗）

コントローラーの起動時、再起動時、または実行中
に 1 つ以上の iBOT と通信できない場合に発生しま
す。

ジャムメッセージ 説明
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 5.3.3. 安全関連のジャム

ジャムメッセージ 説明

Guardian Activated
（Guardian 活性化）

iBOT の Guardian モジュールで予期しない状況が発
生した場合に発生します。これはレベル 1 のジャム
であり、有効なリセットが行われた場合にのみ削除
されます。

Guardian Analog 
out of Range（範囲
外の Guardian アナ
ログ）

このジャムは、安全モジュールのプロセッサーの 1
つが他のプロセッサーで無効な電圧を検出したこと
を示しています。これはレベル 2 のジャムです。

Guardian Brake 
Control Failure

（Guardian ブレーキ
制御の失敗）

このジャムは、ブレーキ制御回路のモニターによっ
て障害が検出されたことを示します。これはレベル 2
のジャムです。

Guardian Brake 
Current Failure

（Guardian ブレーキ
電流故障）

このジャムは、ブレーキ電流のモニターによって障
害が検出されたことを示します。これはレベル 2 の
ジャムです。

Guardian Chip to 
Chip Timeout

（Guardian チップ間
のタイムアウト）

安全モジュールのプロセッサーの 1 つが、他のプロ
セッサーからの心拍ラインの表示を停止したことを
示します。これはレベル 2 のジャムです。

Guardian 
Communication 
Timeout（Guardian
通信タイムアウト）

メイン安全コントローラーが iBOT の安全モジュール
からの応答を受信していない場合に発生します。「ブ
ラックチャネルタイムアウト」とも呼ばれます。こ
れはレベル 2 のジャムです。

Guardian Encoder 
Cross Check

（Guardian エンコー
ダークロスチェック）

2 つの安全モジュールプロセッサーのエンコーダー間
で不整合が検出されたことを示します。これはレベ
ル 2 のジャムです。

Guardian Invalid 
Configuration

（Guardian の無効な
構成）

ロードされた構成が無効または欠落していることを
示します。これはレベル 1 のジャムです。このエ
ラーは、有効な構成がロードされた場合にのみ削除
されます。 
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Guardian Invalid 
Reset（Guardian の
無効なリセット）

安全モジュールの一方または両方のプロセッサーが、
自身または他方のプロセッサーで無効なリセットを
検出したことを示しています。これはレベル 1 の
ジャムです。これは、有効なリセットが行われた場
合にのみ削除されます。

Guardian MCLR Seen
（GuardianMCLR が見
られた）

安全プロセッサーの 1 つが他のプロセッサーのマス
タークリア / リセット（MCLR）ラインを見たことを
示します。MCLR ラインは、リセットボタンと外部
ウォッチドッグチップに接続されています。外部
ウォッチドッグチップは、特定の時間枠間のアク
ティビティを必要とするタイマーを使用します。時
間枠の間にアクティビティが見られない場合、チッ
プはリセットを引き起こします。チップには、電圧
が下がりすぎるとリセットを呼び出す電圧モニター
も含まれています。これはレベル 2 のジャムです。

Guardian Over-
Speed Detected

（Guardian の速度超
過が検出された）

速度超過状態が検出されたことを示します。これは
レベル 2 のジャムです。

Guardian Relay 
Feedback Error

（Guardian リレー
フィードバックエ
ラー）

安全モジュールのプロセッサーの 1 つがリレー
フィードバックエラーを検出したことを示します。
これはレベル 1 のジャムです。

Guardian Shared 
Memory Failure

（Guardian 共有メモ
リの障害）

安全モジュールのプロセッサーの 1 つが共有メモリエ
ラーを検出したことを示します。共有メモリは、安全
モジュール上の 2 つのプロセッサー間で継続的に伝達
されるメモリの部分です。システムが起動すると、プ
ロセッサーは初期同期を実行し、同時にリセットを実
行します。同期後、共有メモリが開始されます。共有
メモリは、周期的重複検査（CRC）を使用して、メモ
リが動作全般にわたって同期された状態を維持してい
るかを確認します。初期同期に失敗した場合、CRC に
失敗した場合、このエラーが呼び出されます。これは、
無効なリセットエラーと一致する場合もあることに注
意してください。これはレベル 2 のジャムです。

ジャムメッセージ 説明
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Guardian Software 
Error（Guardian ソ
フトウェアエラー）

安全モジュールのプロセッサーの 1 つがソフトウェ
アエラーを検出したことを示します。これはレベル 1
のジャムであり、削除はできません。

Guardian Stop 
Failure（Guardian
停止の失敗）

停止が試行されたが、停止失敗のトリガーに失敗し
たことを示します。これはレベル 1 のジャムです。

Guardian Test Error
（Guardian テストエ
ラー）

安全モジュールのプロセッサーの 1 つがテストエ
ラーを呼び出したことを示します。これは、安全モ
ジュールのベンチテスト中にデバッグメニューから
のみ生成されます。これは、ライブシステムで実行
している間は決して見られないはずです。これはレ
ベル 2 のジャムです。

ジャムメッセージ 説明
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 A.1. はじめに

OPEX Sure Sort™ は、より効率的な設備レイアウトを設計するためにオプ
ションの右側誘導機能を提供します。このセクションでは、主な違いについ
てのみ説明します。装置の操作、安全ガイドライン、およびその他すべての
安全関連の対策に関する詳細情報については、前のチャプターを参照してく
ださい（170 ページの図 A-1 を参照）。

図 A-1: Sure Sort － 主なコンポーネント

NOTICE

この利用可能なミラー反転オプションは、コンポーネントの機能や装置の操
作手順には影響を与えません。

ライトタワー

ベースモジュール

拡張モジュール

オプションの
Pack-to-Light

機能

配送容器

オペレーターステーション

オペレーターリターン
コンベヤ

インプットコンベヤホストコンピューター /

iBOT ローディングエリア
（ベースモジュールの一部）

オプションの
OPEX

リジェクト容
器 エンクロー
ジャ（ベース
モジュールの

一部）
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 A.2. 緊急停止ボタンとリセットボタンの位置

オプションの右側誘導を備えた装置の赤い緊急停止ボタンと青いリセットボ
タンの位置を以下に示します（171 ページの図 A-2 を参照）。

図 A-2: 緊急停止ボタンおよびリセットボタンの位置

20
0
サ
イ
ド

20
0
サ
イ
ド

最大 8 つの緊急停止ボタン

2 つのリセットボタン
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 A.3. 装置のレイアウトと必要な設置スペース

以下のシステムフットプリントは、オプションの右側誘導を備えた装置に必
要な設置スペースを示しています（172 ページの図 A-3 を参照）。

図 A-3: システムフットプリント － 右側誘導

 

ベースモジュールの側面図

拡張モジュール（典型例）

スキャントンネルと 11 個の拡張モジュールを備え
たベースユニット（典型例）

注：
1. すべての寸法は近似値であり、参考用として
のみ提供されています

2. 装置のすべての側面に、少なくとも 36 インチ
（91.4 cm）の歩行 / 作業スペースを確保してくだ
さい

3. 装置の上部からスプリンクラーまで、最低 18
インチ（45.7 cm）の隙間が必要です

11’-8”
(355.6 cm)

46’-11”
(1430 cm)

8’-9”
(267 cm)

5’-1”
(155 cm)

4’-3”
(130 cm)

電源ケーブル
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 A.4. 右側のインプットモジュール

右側のインプットモジュールの主要コンポーネントを以下に示します 
（173 ページの図 A-4 を参照）。

 

図 A-4: 右側インプットモジュール － 主要コンポーネント

ペーシングセンサー
ペーシングコンベヤベルト

ホストコンピューター /UPS

高さ超過検知器

Image エントリセンサー

Image 出口セン
サー

背面

イメージングコンベヤ
ベルト（OPEX スキャ

ントンネルの下）

オプションのラインスキャナー 
（イメージングコンベヤベルトの下）

装置のシリアル番号

装置文書用ホルダー
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（このページは意図的に空白になっています）
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 B.1. はじめに

OPEX Sure Sort™ は高さが最大 4 インチ（10.16 cm）の製品のみを処理でき
るため、KIT20-1967 シリーズはオプションで 6 インチ（15.24 cm）の高さ変
換を提供します。このセクションでは、標準の Sure Sort とオプションの高さ
変換との主な違いについてのみ説明します。装置の操作、安全ガイドライン、
およびその他すべての安全関連の対策に関する詳細情報については、このマ
ニュアルの前のチャプターを参照してください。 

 B.1.1. 資材の取り扱い（在庫品）

長さ 2 インチ～ 15 インチ（5.08 cm ～ 38.1 cm）

幅 2 インチ～ 12 インチ（5.08 cm ～ 30.5 cm）

高さ 0.007 インチ～ 6.0 インチ（0.018 cm ～ 15.24 cm）

重量 最大 5 ポンド（2.27 kg）
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 B.2. 4 インチ装置と 6 インチ装置の違い

 B.2.1. 荷高さカバー

4 インチのクリアランスを持つ Sure Sort 5.0 装置と、6 インチのクリアラン
スを持つ装置の最も大きな違いは、荷高さカバーです。4 インチの Sure 
Sorts 用の荷高さカバーは、スキャントンネルの幅全体に深い曲がりがあり

（177 ページの図 A-1）、6 インチの Sure Sorts 用の荷高さカバーはフラット
です（178 ページの図 A-2）。それ以外の点では、6 インチの Sure Sort 装置
の操作は 4 インチの装置の操作と同じです。

図 B-1: 荷高さカバー（4 インチ Sure Sort）

曲がり
177
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



図 B-2: 荷高さカバー（6 インチ Sure Sort）

NOTICE

荷高さカバーの上に重量物やその他の物を置かないでください。スキャン中
のすべての物品は、障害なしに荷高さカバーの下を通過する必要がありま
す。カバーに重りを置くと、物品が損傷したり、コンベヤや iBOT が詰まっ

たりする可能性があります。荷高さカバーをホストコンピュータのマウスの
保管場所や操作面として使用しないでください。

（曲がりがない）
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 G.1. 略語のリスト

Sure Sort 文書で使用される次の略語リストは、アルファベット順に並べられ
ています。

API － アプリケーションプログラミングインターフェイス。アプリケーショ

ンソフトウェアを構築するためのサブルーチン定義、プロトコル、および
ツールのセットです。一般的に、これは様々なソフトウェアコンポーネント
間の通信方法を明確に定義したセットです。

ELC － 外部リンクコンポーネント。このソフトウェアは、OPEX ホストソフ

トウェアと顧客の倉庫管理システム間のリンクを提供します。

RTC － リアルタイムコントローラー

UPS － 無停電電源装置。停電時に電力を供給する予備電源です。

WMS － 倉庫管理システム。WMS アプリケーションは、倉庫での日常業務を

サポートします。WMS を使用すると、在庫数量や物品位置の追跡などのタス

クを管理できます。

XCVR － トランシーバー
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 G.2. 用語のリスト

Sure Sort 文書で使用される次の略語リストは、アルファベット順に並べられ
ています。

アクセスドア － メンテナンスまたは修理のため、承認された担当者が装置に
入る時に使用する装置の前面および背面のサービスドアです。

AC 配電エンクロージャ － UPS 上部の入力セクションにある AC インプット

モジュールです。装置への主な AC 入力です。これには、装置で安全に作業

するためのロックアウト / タグアウト機能も含まれています。資格のある技

術者または有資格の担当者のみが装置内で作業する必要があります。

バックエンド － 顧客のサーバーに対する参照として使用されます。その他の
通称としては、倉庫管理システム（WMS）、倉庫制御システム（WCS）、ま
たは単に顧客のサーバーがあります。

バーコード － 一連の行で構成されるパッケージの識別子です。OPEX スキャ

ントンネルやオプションのバーコードリーダーによって読み取られ、パッ
ケージを識別します。

ベースモジュール － 通路内の最初のモジュールです。これには、iBOT 充電
レールと iBOT ローダーが含まれています。

容器 － 容器、トート、またはボックスは、製品が配送されるコンテナに使用
される用語です。

充電制御基板 － 主充電レールと補助充電レールに電力を分配するローディン

グカラム内に配置されたプリント回路基板。これは最大 50 アンペアの電力を

保持できるため、資格のある技術者のみが取り扱う必要があります。

充電電源 － iBOT 充電レールの電源。

充電レール － iBOT に電力を供給するベースモジュールの銅製ストリップ。

最大 2 本の充電レールがあり、前面ドアに 1 本、補助レールに 1 本です。 

クリアパスモーター － 2 つのモーターがペーシングコンベヤとイメージング

コンベヤを制御するために使用されます。モーターの電源は「クリアパス」
電源によって供給され、管理されます。
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コンベヤ － ある場所から別の場所に物品を移動するために使用される装置ア

センブリ。コンベヤは、次の 3 つの領域に配置されています。

• 入力部では、コンベヤを使用して、利用可能な iBOT に物品を配送します。

• オプションのリターンコンベヤは、さらなる処理のために物品を作業者に
送り返します。

• iBOT で、コンベヤベルトはどちらの方向にも移動できるため、両面拡張モ

ジュールのサポートが非常に簡単になります。

E-Stop － 「緊急停止」の略で、押すと装置を停止させる大きな赤いボタンが

付いた安全スイッチです。

エンコーダー － コンベヤの速度を追跡する測定装置。

拡張モジュール － 装置で配送列の数を増やすためにベースモジュールに取り

付けられているアドオン通路セクション。

ゲート － iBOT を垂直通路の列の内外に案内するのに使用される、iBOT ト

ラックの切り替えレバー。 

ゲート制御エンクロージャ － 必要な時にゲートを起動させる電子機器を収容

します。

高さ検出器 － ペーシングコンベヤの上に位置された金属板とスイッチで、高

すぎる物品が装置に入るのを防ぎます。

ホスト － 装置とオペレーターとの主なインターフェイス。ホスト PC ソフト

ウェアは、システム機能を管理するために INtime コントローラーとインター

フェイスします。

iBOT － 誘導コンベヤから入ってくる物品を受け取り、通路の容器に配達する

ために使用される無線ロボット車両。

画像入力センサー － インプットコンベヤ上のセンサーで、iBOT によるピッ

クアップ待ちのオブジェクトやパッケージがあることを I/O ボードを介して

システムに伝えます。これにより、必要に応じてインプットコンベヤを停止
および起動できます。

誘導 － 物品を一度に 1 つずつスキャンしてから、iBOT に挿入するためにコ

ンベヤシステムに配置し、iBOT 上で正しい宛先にソートするプロセス。

インダクター － 誘導ベルトに物品を乗せる作業を担当するオペレーター。
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インプットコンベヤモジュール － 次の iBOT がピックアップされるのを待つ

ために、パッケージをドロップし、スキャンし、時間を計るセクション。

インターロック － トリップしたときにシステムをシャットダウンする安全装

置。前面および背面のアクセスドアは、ドアハンドルのいずれかを持ち上げ
るときにインターロックを使用して装置を停止します。

ジャム － 一般的に（必ずしも常にではないが）、閉塞によって発生するシス

テム問題。

ジョブ － システムが実行するたびに類似の方法で物品を処理するのに使用す

る設定およびメソッドのコレクション。多くの場合、OPEX 技術者、現場の

監督者、または IT 部門が事前に設定する必要があるジョブは 1 つだけです。

ロックアウト / タグアウト（LOTO） － 従業員が作業中に装置を正しくシャ

ットダウンし、再起動できないようにするための安全手順。LOTO の実行中、

権限のある担当者は、ロック装置と警告タグを電源制御スイッチ、電源コー
ドプラグ、または装置への主電気切断に適用します。LOTO デバイスおよび

警告タグは、作業が完了し、装置が安全に操作できると判断した場合にのみ、
権限のある担当者が取り外すことができます。

マネージャー － オペレーターを作成し、装置のほとんどのコントロールと機

能にアクセスできる人。

メニューバー － 画面の左側に表示される垂直方向のメニュー。メニューバーを

使用して、様々なシステムパラメーターとユーティリティをナビゲートします。

オペレーター － 装置を動かしている担当者。オペレーターは、システム制御

と設定に対して非常に限定的にアクセスできます。

OPEX スキャントンネル － パッケージのバーコードを読み取るバーコード

システムトンネル。

ペーシングセンサー － このセンサーは、イメージャーエントリーセンサーの

前のペーシングコンベヤセクションにあります。iBOT を待っているオブジェ

クトをイメージャーエントリーセンサーが検出している場合、ペーシングセ
ンサーは、前のオブジェクトが送信されるまでペーシングコンベヤベルトを
停止します。これにより、パッケージが溜まっていくのを防ぎ、システムが
一度に 1 つのオブジェクトを送信できるようになります。
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Pack-To-Light システム － Pack-to-Light（PTL）機能は、容器の状態を示すよ

うに設定できる一連のライトで構成されています。例えば、ジャムがあると
き、容器がいっぱいになったとき、注文が完了したときなどです。

パスセンサー － システム内で物品の位置に関するフィードバックを提供する

のに使用されます。

リジェクト容器 － この容器はインプットモジュールの反対側にあります。物

品がリジェクトされた場合に行き着く場所です。これらの物品は、長すぎる、
ジャムソート、ギャップが小さすぎるなどの理由で、装置によるリジェクト
と見なされます。

リターンコンベヤ － リジェクトされた物品をオペレーターに戻すために使用

されるオプションの装置。戻ってくる物品は、ほとんどが正しくスキャンさ
れていない物品です。リターンコンベヤはモーターで駆動され、コンベヤベ
ルトで物品を移動します。

スイーパー － 容器がいっぱいになったとき、または注文が完了したときに容
器を空にする作業を担当するオペレーター。スイーパーは、「アンロードの失
敗」および「容器ブロック」シナリオをクリアする役割も果たします。

トラフィックコントローラー － OPEX 無線ネットワークの中央コーディネー

ターとして機能するシステムソフトウェアの層。

トランシーバー － 無線通信を送受信するためのデバイス。各 iBOT には、

ベースモジュールと拡張モジュールにあるメイントランシーバーと通信する
ための独自のトランシーバーがあります。

ウルトラキャパシタ － iBOT 電源を供給する高エネルギーコンデンサのバンク。

ウルトラキャパシタは、iBOT が充電レールに戻るたびに再充電されます。
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OPEX コーポレーションについて

OPEX コーポレーションは単なる機械メーカーではありません。当社は、お
客様の将来のために、継続的に技術を考え直します。

革新的なアプローチにより、お客様をサポートする独自の自動化ソリュー
ションを設計し、お客様の現在および将来の喫緊のビジネス課題を解決でき
るようにします。スケーラブルなウェアハウス、ドキュメント、メール自動
化の当社ソリューションは、ワークフローを改善し、変化を加速して、イン
フラストラクチャの効率性を高めます。

当社は家族経営の組織であり、1200 人を超える熱意ある従業員が、日々業界
の変革を支援する製品の革新、製造、設置、サービスを行っています。当社
は、お客様の声に耳を傾け、お互いを尊重し合い、協力し合って、自動化さ
れたソリューションにより、新たな未来を築きます。

OPEX は次世代の自動化を実現しています。
185
Sure Sort™ オペレーターマニュアル（バージョン5.0 装置用）

OPEX コーポレーション



OPEX Corporation | 305 Commerce Drive | Moorestown, NJ 08057-4234 | USA

http://www.opex.com

www.opex.com

	OPEXへのお問い合わせ
	EU（欧州連合）適合宣言
	UK（欧州連合）適合宣言
	文書履歴
	目次
	1. はじめに
	1.1. このマニュアルについて
	1.1.1. マニュアルナビゲーションエイド
	1.1.2. 安全メッセージの表記


	2. 安全性
	2.1. はじめに
	2.2. 安全ガイドライン
	2.2.1. 安全ガイドライン － フランス語版

	2.3. 個人用保護具
	2.4. 人間工学
	2.5. 緊急停止ボタンおよびインターロックシステム
	2.5.1. 緊急停止ボタン（E-Stop）

	サイド200の中心部および背面：
	（ボックスに取り付けられている） E-Stopボタン （赤い起動表示灯 付き）
	2.5.2. インターロックシステム
	2.5.3. 非常口ハンドル
	2.5.4. リセットボタン

	2.6. ライトタワー
	ライトなし － アイドル/オフ
	2.7. ロックアウト/タグアウト（LOTO）手順
	2.7.1. ロックアウト/タグアウトとは？
	2.7.2. 必要なロックアウト/タグアウトデバイス

	このキットには次のもの が含まれます。
	壁取り付け可能な容器
	異なる鍵付きの錠前4つ
	掛け金2つ
	タグ12個
	ケーブルタイ12本
	EU装置の場合
	2.7.3. LOTO － 装置のメンテナンスと修理

	オンの位置
	掛け金をはずしてから、ハンドルのタブに取り付けます。
	2.7.4. AC電源の完全な遮断

	北米および日本の装置用デバイス：
	2.7.5. LOTO － ジャムの解消とiBOTの除去
	2.7.6. 装置の通常操作への復元

	2.8. 装置ラベル
	2.8.1. インプットコンベヤモジュールラベル

	操作者側（4x）
	2.8.2. リターンコンベヤモジュールラベル
	2.8.3. スキャントンネルラベル
	2.8.4. ベースおよびエンドモジュールラベル
	2.8.5. 拡張およびエンドモジュールラベル
	2.8.6. iBOTラベル

	2.9. 追加の製品安全情報
	2.10. 装置文書

	3. システム概要
	3.1. はじめに
	3.2. Sure Sort™のしくみ
	3.2.1. OPEXホストソフトウェア
	3.2.2. OPEX Induct ELC

	3.3. 仕様
	3.3.1. 基本構成
	3.3.2. 資材の取り扱い（在庫品）オプション
	3.3.3. オプション
	3.3.4. モジュール寸法
	3.3.5. 環境仕様

	3.4. 装置のレイアウトと必要な設置スペース
	3.5. 電気的要件 － 北米
	3.6. 電気的要件 － ヨーロッパ（EU）
	3.7. 電気的要件 － 日本
	3.8. 規制順守テスト
	3.8.1. 装置の評価基準
	3.8.2. FCC規格：

	3.9. 装置のシリアル番号の位置

	4. 操作
	4.1. はじめに
	4.2. 電源のオン/オフ
	4.3. ホストソフトウェアへのログイン
	4.4. ホストソフトウェアのナビゲート
	4.4.1. 実行画面の詳細
	4.4.2. ジャムの解消およびその他の警告
	4.4.3. 製品関連のジャム

	4.5. 装置の起動およびジョブの実行
	4.5.1. 装置の起動
	4.5.2. 装置への物品の供給
	4.5.3. 物品の手動スキャン

	4.6. 装置の停止とジョブの終了

	5. 統計
	5.1. はじめに
	5.2. レポートの作成
	5.2.1. 時間範囲の設定

	5.3. リジェクトとジャムの定義
	5.3.1. リジェクト
	5.3.2. ジャム
	5.3.3. 安全関連のジャム


	A. オプションの右側 （200サイド）誘導
	A.1. はじめに
	A.2. 緊急停止ボタンとリセットボタンの位置
	A.3. 装置のレイアウトと必要な設置スペース
	A.4. 右側のインプットモジュール

	B. オプションの6インチ製 品容量
	B.1. はじめに
	B.1.1. 資材の取り扱い（在庫品）

	B.2. 4インチ装置と6インチ装置の違い
	B.2.1. 荷高さカバー


	G. 用語集
	G.1. 略語のリスト
	G.2. 用語のリスト

	OPEXコーポレーションについて

